
　
な
お
、
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た

と
き
に
、
変
更
手
続
き
し
て
い
な
い

方
に
は
、
新
受
給
券
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
元
の
受

給
券
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
る
必
要

書
類
を
確
認
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ

ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
変
更
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
給

券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
か
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
、南
・

北
・
中
央
の
各
出
張
所
で
申
請
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
は
、①
お
子
さ
ん
の
健
康
保

険
証
、②
預
金
通
帳（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

を
除
く
）、③
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る

も
の
）、④
前
年
度
の
市
町
村
民
税
の

証
明
書（
　
年
１
月
１
日
に
野
田
市

20

以
外
に
住
ん
で
い
た
方
）が
必
要
で
す
。
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乳幼児医療費助成を拡充 ʜʜ１～２面
木間ケ瀬中学校の校庭拡張へ ʜʜ３面
１９年度決算のあらまし ʜʜʜ５～６面
１５万人のひろば ʜʜʜʜʜʜ８～９面
おしらせ・１１月の相談日  ʜʜ１２～１３面
１１月の休日当番医 ʜʜʜʜʜʜʜ１６面

的
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、よ

り
一
層
子
育
て
し
や
す
い
街
を
目
指

す
た
め
、　
月
１
日
か
ら
は
、小
学
校
就

12

学
前
の
幼
児
ま
で
、通
院
の
助
成
対
象

年
齢
を
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
5
歳
未
満
の
乳
幼
児
の

通
院
・
調
剤
分
の
医
療
費
と
、
小
学

校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
の
１
日
以

上
の
入
院
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、

引
き
上
げ
後
は
、
小
学
校
就
学
前
ま

で
の
乳
幼
児
の
入
院
・
通
院
・
調
剤

分
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
乳
幼
児
医
療
費
の
自
己
負

担
額
は
、
入
院
が
１
日
　
円
、
通
院

200

が
１
回
　
円
、
保
険
調
剤
分
は
無
料

200

（
市
民
税
が
非
課
税
か
均
等
割
の
み

の
世
帯
は
、
自
己
負
担
な
し
）
で
す
。

　
す
で
に
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
受

給
券
を
お
持
ち
で
、
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
に
は
、

新
し
い
受
給
券
を
　
月
末
ま
で
に
郵

11

送
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
全
国
的
に
少
子
化
、核
家
族
化
が
進

む
中
で
、市
で
は
、子
育
て
支
援
の
指

針
と
し
て
平
成
　
年
に「
エ
ン
ゼ
ル
プ

12

ラ
ン
」を
策
定
し
、休
日
保
育
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、　
年
に
は
、市
の
積
極
的
な

16

子
育
て
支
援
事
業
が
国
に
認
め
ら
れ
、

よ
り
子
育
て
し
や
す
い
街
を
目
指
す

国
の
「
子
育
て
支
援
総
合
推
進
モ
デ

ル
市
町
村
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、　
年
に
見
直
し
を
行
っ

17

た
「
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
情
報
提
供
や
相
談
な
ど
を
行
う

「
子
育
て
支
援
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業
」や
、病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

 　
月
１
月
１
日日
かか
　
　
らら 

1212　
 乳乳
幼
児
医
療
費
助

幼
児
医
療
費
助
成成
をを

　
　
　
 小
学
校
就
学

小
学
校
就
学
前前
まま
　
　
でで 
にに
拡
充
拡
充

で
一
時
的
に
子
育
て
が
で
き
な
い
家

庭
に
保
育
士
な
ど
を
派
遣
す
る
「
訪

問
型
一
時
保
育
事
業
」な
ど
、さ
ら
な

る
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
月
中
に
新
受
給
券
を
郵
送

１１　
ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
目
的
に
策

定
し
た
「
野
田
市
健
康
づ
く
り
推
進

計
画
　
」に
基
づ
き「
乳
幼
児
医
療
費

21

助
成
」
の
拡
充
や
、「
　
時
間
小
児
救

24

急
医
療
体
制
」
の
確
保
な
ど
、
医
療

体
制
整
備
や
経
済
的
支
援
に
も
力
を

入
れ
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
総

合
的
に
子
育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、経
済
的
な
理
由
か
ら
、「
乳
幼

児
医
療
費
助
成
」の
拡
充
を
希
望

医療費助成で経済的にも子育てを支医療費助成で経済的にも子育てを支援援

（
２
面
に
つ
づ
く
）

す
る
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、市
で
は
段
階

　
市
で
は
、「
野
田
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
休
日
保

育
や
訪
問
型
一
時
保
育
な
ど
を
は
じ
め
、　
時
間
小
児
救
急
医
療

24

体
制
の
確
保
な
ど
、総
合
的
な
子
育
て
支
援
事
業
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
　
年
に
国
の
「
子
育
て
支
援

16

総
合
推
進
モ
デ
ル
市
町
村
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
子

育
て
し
や
す
い
街
を
目
指
し
、　
月
１
日
か
ら
は
、
皆
さ
ん
か
ら

12

の
ご
意
見
の
多
か
っ
た
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
を
拡
充
し
、
通
院

の
助
成
対
象
を
小
学
校
就
学
前
ま
で
に
引
き
上
げ
ま
す
。
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 主
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
市
の
子
育
て
支
援
事
業
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。生
活
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、利
用
方
法
や
料
金
な
ど
の
詳

細
は
、児
童
家
庭
課
か
直
接
施
設
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
延
長
保
育
・
休
日
保
育
…
指
定
管

理
者
を
導
入
し
た
、あ
た
ご
・
尾
崎
・
 

古
布
内
の
各
保
育
所
で
　
時
ま
で
、南

20

部
保
育
所
で
　
時
ま
で
、私
立
聖
華
保

22

育
園
で
　
時（
土
曜
日
は
　
時
）ま
で
、

21

18

私
立
コ
ビ
ー
プ
リ
ス
ク
ー
ル
の
だ
保

育
園
で
　
時（
土
曜
日
は
　
時
）ま
で
、

20

18

保
育
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、あ
た
ご
・
尾
崎
の
各
保
育

所
で
は
日
曜
・
祝
日
の
７
時
か
ら
　
時
18

ま
で
、休
日
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
一
時
保
育
…
私
立
聖
華
保
育
園

で
、
専
業
主
婦
な
ど
が
育
児
疲
れ
や

急
病
な
ど
の
際
に
、
一
時
的
な
保
育

を
７
時
か
ら
　
時
ま
で
行
い
ま
す
。

21

問
合
せ
は
、
私
立
聖
華
保
育
園
☎
７

１
３
８
 
２
７
７
５
へ
。

◆
病
児
・
病
後
児
保
育
…
小
張
総
合

病
院
に
委
託
し
て
、病
気
や
回
復
期
に

あ
る
小
学
４
年
生
ま
で
の
児
童
を
就

業
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
場
合
に
、病

院
内
の「
ひ
ば
り
ル
ー
ム
」で
保
育
し

ま
す
。利
用
は
、月
曜
か
ら
土
曜
日
ま

で
の
８
時
か
ら
　
時
ま
で
で
す
。事
前

18

に
ひ
ば
り
ル
ー
ム
☎
７
１
２
４
 
６

８
４
７
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
訪
問
型
一
時
保
育
…
生
後
　
日
目

57

か
ら
小
学
４
年
生
ま
で
の
児
童
を
、

自
宅
で
育
児
し
て
い
る
保
護
者
が
、

病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
一
時
的
に

子
育
て
で
き
な
い
場
合
に
、
安
心
し

て
治
療
や
外
出
が
で
き
る
よ
う
、
保

護
者
の
自
宅
に
有
料
で
保
育
士
な
ど

を
派
遣
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◆
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
…
子

育
て
の
不
安
に
対
す
る
相
談
や
指
導
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
な
ど
、
地

域
の
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
行
う
た

め
、
東
部
保
育
所
内
と
私
立
聖
華
保

育
園
内
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
、東
部
保
育
所
内
☎
７

１
２
１
 
３
０
３
１
、私
立
聖
華
保

育
園
内
☎
７
１
３
８
 
２
７
７
５
へ
。

◆
つ
ど
い
の
広
場
…
3
歳
ま
で
の
乳

幼
児
と
保
護
者
が
集
ま
り
、
親
子
の

交
流
や
子
育
て
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
う
場
で
、
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
に

－

－

－

－

開
設
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
育
児
相
談
な
ど
も
受

け
ら
れ
ま
す
。

◆
両
親
学
級
・
育
児
学
級
…
両
親
学

級
は
、
初
め
て
子
を
持
つ
親
が
対
象

で
、
妊
娠
中
の
生
活
や
、
出
産
の
準

備
、
新
生
児
の
扱
い
方
な
ど
の
知
識

を
習
得
で
き
ま
す
。

　
育
児
学
級
は
、
同
じ
悩
み
を
持
つ

親
子
同
士
の
交
流
や
、
ス
ト
レ
ス
や

育
児
不
安
の
解
消
、
虐
待
の
防
止
、

子
ど
も
の
健
や
か
な
発
達
支
援
の
た

め
、
保
健
師
な
ど
と
気
楽
に
話
せ
る

場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、保
健
セ
ン
タ
ー
と
関
宿

保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
出
産
育
児
一
時
金
の
貸
付
制
度
・

受
取
代
理
制
度
…
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
が
妊
娠
し
、
出
産
一
時
金
の

支
給
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
事
前
に

出
産
に
要
す
る
費
用
の
貸
し
付
け
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
出
産
予
定
日
ま
で
１
月
以

内
で
あ
る
被
保
険
者
の
世
帯
主
は
、

事
前
に
医
療
機
関
な
ど
を
出
産
育
児

一
時
金
の
受
取
代
理
人
に
す
る
こ
と

で
、
医
療
機
関
な
ど
か
ら
請
求
さ
れ

る
出
産
費
用
か
ら
一
時
金
を
差
し
引

い
た
分
の
支
払
い
で
済
ま
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
問
合
せ
は
、
貸
付
制
度
は
国
保
年

金
課
、受
取
代
理
制
度
は
市
民
課
へ
。

◆
児
童
手
当
…
　
歳
到
達
後
の
最
初

12

の
３
月
　
日
ま
で
の
児
童
を
養
育
す

31

る
方
に
支
給
す
る
手
当
で
、
手
当
を

受
け
る
に
は
、
児
童
家
庭
課
に
申
請

が
必
要
で
す
。
※
所
得
制
限
あ
り

◆
子
育
て
支
援
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
市
内
で
行
っ
て
い
る
す
べ
て
の
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
、
窓

口
や
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
か
る
が
も
ネ
ッ
ト
）
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
窓
口
や
電
子
メ
ー
ル
な
ど

で
個
別
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

市役所、支所、出張所、保健センター
などで子育てガイドブックを配布

子どもを遊ばせながら情報交換が

◆
育
児
サ
ー
ク
ル
…
自
主
的
な
育
児

サ
ー
ク
ル
の
結
成
支
援
の
た
め
、市
内

２
か
所
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
と
子
ど
も
館
で
主
催
し
て
い
ま
す
。

◆
育
児
支
援
家
庭
訪
問
…
育
児
ス
ト

レ
ス
な
ど
か
ら
起
こ
る
虐
待
を
防
止

す
る
た
め
、
支
援
が
必
要
な
家
庭
に

対
し
、
育
児
援
助
や
指
導
、
相
談
を

行
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
出
産
後
間
も
な
い
母
親
に

も
希
望
に
よ
り
、
訪
問
員
を
派
遣
し

育
児
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

…
育
児
援
助
を
受
け
た
い
人
と
、行
い

た
い
人
か
ら
な
る
相
互
援
助
の
会
員

組
織
で
す
。保
育
所
の
送
迎
な
ど
の
育

児
支
援
を
行
い
ま
す
。問
合
せ
は
、野

田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
へ
。

－

総合福祉会館２階に専用窓口を設置

・
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://w

w
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・
相
談
専
用
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
＝
☎

・
思
７
１
２
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１
１
５

・
相
談
専
用
電
子
メ
ー
ル
＝noda-
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【
問
合
せ
】
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

こ
と
は
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５

 
１
１
８
８
と
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
7
1
9
8
 
５
０
１
１
、
子
育
て

支
援
の
こ
と
は
児
童
家
庭
課

－

－

－



　
市
で
は
、「
総
合
計
画
（
新
市
建
設

計
画
）」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
が

学
習
の
効
果
を
高
め
ら
れ
る
教
育
環

境
の
整
備
を
行
う
た
め
、
小
中
学
校

の
情
報
教
育
用
の
パ
ソ
コ
ン
導
入
や

ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
の
教
育
設
備
や

施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
木
間
ケ
瀬
中
学
校
で
は
、

生
徒
１
人
当
た
り
の
校
庭
面
積
が
市

内
の
中
学
校
で
一
番
狭
い
こ
と
や
、

横
幅
が
狭
く
、
体
育
や
部
活
動
に
も

影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
元
自
治

会
や
学
校
関
係
者
か
ら
校
庭
拡
張
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
同
校
の
南
側

に
隣
接
す
る
用
地
を
活
用
し
、
校
庭

を
広
げ
よ
う
と
、
地
権
者
と
話
し
合

い
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
今
年
９
月

　
日
に
、約
千
　
平
方
メ
ー
ト
ル
の
用

22

200

地
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
校
庭
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
野
球

の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
や
、
防
球
ネ
ッ

ト
な
ど
の
設
置
工
事
も
行
い
、
来
年

４
月
に
は
、
拡
張
し
た
校
庭
で
部
活

動
や
運
動
会
な
ど
を
実
施
で
き
る
よ

う
に
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】校
庭
拡
張
の
こ
と
は
教
育

総
務
課
、工
事
の
こ
と
は
建
築
指
導
課

練
習
場
の
左
側
の
奥
行
き
が
約
　
メ
15

ー
ト
ル
増
え
た
り
、
プ
ー
ル
南
側
で

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
練
習
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
市
で
は
、
購
入
し
た
用
地

の
造
成
を
行
う
と
と
も
に
、
境
界
へ

距

地域の体育祭での利用地域の体育祭での利用もも

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

地
域
教
育
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
業

  学
校
支
援
地
域
本

学
校
支
援
地
域
本
部部
のの
設
置
設
置
でで

地

　
    　
　
地
域域
とと
の
連
携
が
活
発

の
連
携
が
活
発
にに

　
市
で
は
、平
成
　
年
度
か
ら
の
学
習

14

指
導
要
領
や
学
校
完
全
週
５
日
制
の

実
施
に
伴
い
、保
護
者
か
ら
の
学
力
の

低
下
へ
の
不
安
に
応
え
る
た
め
、「
教

育
環
境
整
備
事
業
」を
実
施
し
、サ
タ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
や
副
教
本
の
作
成
と

活
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、二
学
期
制
の
実
施
や
、

　
年
度
か
ら
は
市
が
育
成
し
た
８
人

18の「
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

を
４
中
学
校
（
第
二
、
福
田
、
岩
名
、

関
宿
）に
理
科
指
導
助
手
と
し
て
配
置

し
、授
業
の
充
実
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、今
年
４
月
か
ら
は
、地
域

と
学
校
を
結
ぶ
活
動
を
目
指
す
た
め

「
地
域
教
育
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
業
」

を
開
始
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

い
る
４
中
学
校
と
近
隣
の
小
学
校
を

　
現
在
、　
人
の「
地
域
教
育
コ
ー
デ

24

ィ
ネ
ー
タ
ー
」
候
補
者
が
、
本
部
の

あ
る
４
中
学
校
区
で
、
地
域
の
人
材

を
活
用
し
た
特
別
授
業
や
学
校
の
要

望
に
応
じ
た
教
育
支
援
活
動
を
行
う

た
め
、実
地
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
活
動
で
、
関
宿
中
学
校
区
で
は
、

家
庭
科
の
授
業
で
裁
縫
の
実
習
な
ど

が
行
わ
れ
た
り
、第
二
・
福
田
・
岩
名

中
学
校
区
で
は
、
使
い
や
す
い
図
書

室
を
目
指
し
、本
の
整
理
や
新
刊
本
の

登
録
な
ど
の
環
境
整
備
が
活
発
で
す
。

　
活
動
中
の
中
学
校
区
で
は
、地
域
と

の
連
携
が
盛
ん
に
な
り
、学
校
と
の
協

力
体
制
も
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
こ

と
か
ら
、今
後
は
で
き
る
だ
け
早
期

含
め
た
地
域
を「
中
学
校
区
」と
し「
学

校
支
援
地
域
本
部
」を
設
置
し
ま
し
た
。

野田市の「の」の
文字と、「豆」をモ
チーフにしたもの
で、無限の可能性
をもつ子どもたち
の個性を育てる
「野田の教育」が
表現されています。

に
、全
中
学
校
区
へ「
学
校
支
援
地
域

本
部
」を
設
置
し
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
派
遣
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

◎
「
の
だ
の
教
育
」
を
考
え
る
日

　
ま
た
、
市
で
は
、
教
育
は
子
ど
も

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域
と
の

連
携
が
重
要
で
あ
る
こ
と
再
認
識
し
、

昨
年
度
か
ら
、　
月
の
第
１
土
曜
日
を

11

「
の
だ
教
育
の
日
」
と
定
め
、市
民
全

体
で
教
育
を
考
え
る
日
と
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
教
育
実
践
交
流
会
を
実

施
し
、
学
校
で
の
取
り
組
み
の
発
表

や
講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、前
後
１
か
月
間
は
、地
域
や

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、体
育
や
文
化
関

連
の
行
事
を
実
施
し
て
い
た
だ
く「
の

だ
教
育
推
進
期
間
」と
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】地
域
本
部
の
こ
と
は
指
導

課
、教
育
の
日
の
こ
と
は
学
校
教
育
課

　
市
で
は
、
小
中
学
校
の
情
報
教
育
用
の
パ
ソ
コ
ン
導
入

や
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
の
学
校
設
備
や
施
設
の
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。
木
間
ケ
瀬
中
学
校
で
は
、
生
徒
１
人
当
た

り
の
校
庭
面
積
が
市
内
の
中
学
校
で
一
番
狭
い
こ
と
や
、

横
幅
が
狭
く
、
体
育
や
部
活
動
に
も
影
響
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
元
自
治
会
や
学
校
関
係
者
か
ら
校
庭
拡
張
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
市
で
は
、
同
校
の
南
側
に
隣

接
す
る
用
地
を
購
入
し
た
こ
と
か
ら
、
来
年
４
月
に
は
校

庭
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。

  木
間
ケ
瀬
中
の
校
庭
を
拡
張

　
　
 よ
り
利
用
し
や
す
い
環
境
へ

■木間ケ瀬中学校案内図



ご
協
力
く
だ
さ
い
。

無
料
で
戸
別
収
集
も

　
戸
別
収
集
は
、「
み
ど
り
の
収
集
受

付
」へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
・
費
用
】
９
時
～
　
時
16

（
醤
・
□祝 
・
年
末
年
始
を
除
く
）。無
料

【
収
集
対
象
】
市
内
で
発
生
す
る
剪

【
収
集
対
象
外
】

①
毒
性
の
あ
る
樹
木
や
葉
、
堆
肥
に

適
さ
な
い
も
の
、
腐
敗
し
た
樹
木
や

落
ち
葉
・
草
、
建
築
廃
材
、
材
木
、

樹
木
の
根
、
石
、
土
、
缶
、
ガ
ラ
ス
、

紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
が
混
入

し
て
い
る
場
合

②
業
者
に
剪
定
や
草
刈
り
の
業
務
を

委
託
し
、
そ
の
際
発
生
し
た
剪
定
枝

や
落
ち
葉
、
草

③
事
業
所
な
ど
、
住
宅
敷
地
以
外
か

ら
発
生
し
た
剪
定
枝
や
落
ち
葉
、
草

※
②
③
は
、
自
己
搬
入
で
処
分
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
ま
と
め
方
】

①
落
ち
葉
・
草
＝
容
量

が
　
リ
ッ
ト
ル
程
度
ま

40
で
の
容
器
や
袋
に
、
重

さ
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度

20
ま
で
入
れ
る
（
市
指
定

の
ご
み
袋
に
入
れ
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
容

器
や
袋
は
収
集
し
ま
せ

ん
の
で
、
ガ
ム
テ
ー
プ

な
ど
で
ふ
さ
が
ず
、ふ
た

や
袋
自
体
、ひ
も
で
口
を

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
草
は
で
き
る
だ
け

乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
）

②
剪
定
枝
＝
１
本
が
２

メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
重

さ
が
　
キ
ロ
グ
ラ
ム
程

20

度
、
大
き
さ
が
直
径
　
セ
ン

50

チ
メ
ー
ト
ル
程
度
に
麻
縄
、

わ
ら
縄
な
ど
で
束
ね
る
（
ビ

ニ
ー
ル
ひ
も
な
ど
で
束
ね
た

場
合
は
、
ひ
も
は
収
集
し
ま

せ
ん
）

【
収
集
の
手
順
】
①
み
ど
り

の
収
集
受
付
☎
７
１
２
６
 

６
０
６
６
へ
電
話
で
申
し
込

み
／
②
指
定
さ
れ
た
収
集
日

に
、
玄
関
先
な
ど
搬
出
が
容 －

　
市
で
は
、
剪
定
枝
や
落
ち
葉
、
草

を
堆
肥
化
し
、
市
内
の
農
家
で
有
効

利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
平
成
　
年
12

に
「
堆
肥
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

無
料
戸
別
収
集
や
自
己
搬
入
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
落
葉
期

を
迎
え
ま
す
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
堆
肥
化
に

定
枝
や
落
ち
葉
、
草

鋸

剪
定
枝
や
落
ち
葉
は

　
　
ま
と
め
て
堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　
　
　
 ～
リ
サ
イ
ク
ル
で
ご
み
の
減
量
を
～

易
な
場
所
へ

※
落
ち
葉
・
草
と
剪
定
枝
は
、
収
集

日
や
収
集
時
間
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

自
己
搬
入
は
堆
肥
セ
ン
タ
ー
へ

　
自
己
搬
入
の
場
合
は
、セ
ン
タ
ー
事

務
室
で
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
９
時
～
正
午
と
　
時
13

～
　
時（
醤
・
□祝 
・
年
末
年
始
を
除
く
）

16
【
費
用
】
一
般
家
庭
は
無
料
。剪
定
・

除
草
業
者
な
ど
は
、
搬
入
２
日
前
ま

で
に
申
し
込
み
、
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
き
　・
５
円（
　
円
未
満
切
り
捨
て
）

52
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【
回
収
対
象
】
戸
別
収
集
の
収
集
対

象
と
同
じ
、業
者
や
事
務
所
か
ら
も
可

【
搬
入
方
法
】
剪
定
枝
は
１
本
２
メ

ー
ト
ル
以
下
に
切
り
、麻
縄
か
、わ
ら
縄

で
束
ね
る
か
、ば
ら
積
み
の
ま
ま
搬
入

※
搬
入
量
が
多
い
場
合
は
、持
込
量
を

制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、「
堆

肥
セ
ン
タ
ー
」☎
７
１
２
７
 
５
０
５

５
へ
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ど
り
の
収
集
受
付
は

清
掃
計
画
課
、
自
己
搬
入
は
農
政
課

－

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
購
入
に
助
成
も

■堆肥センターの位置図

■剪定枝・落ち葉・草のまとめ方

　
市
で
は
、
生
ご
み
を
肥
料
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
、
堆
肥
化
装

置
の
購
入
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
対
象
装
置
】
埋
め
込
み
式
生
ご

み
堆
肥
化
装
置（
コ
ン
ポ
ス
ト
）、

機
械
式
生
ご
み
処
理
機

【
対
象
基
準
】
次
の
条
件
に
す
べ

て
該
当
す
る
方
。①
市
内
に
住
民
登

録
か
外
国
人
登
録
を
し
、居
住
／
②

世
帯
の
方
全
員
に
市
税
の
滞
納
が

な
い
／
③
生
ご
み
堆
肥
化
装
置
を

敷
地
内
に
設
置
で
き
る
／
④
で
き

た
肥
料
を
自
分
で
利
用
で
き
る

【
助
成
金
額
】コ
ン
ポ
ス
ト
＝
１

基
に
つ
き
購
入
価
格
の
２
分
の
１

で
限
度
額
３
千
円
／
機
械
式
生

ご
み
処
理
機
＝
購
入
価
格
の
３
分

の
１
で
限
度
額
３
万
円

【
手
続
方
法
】登
録
販
売
店
に
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。助
成
金

の
申
請
は
、販
売
店
が
代
わ
り
に

行
い
ま
す
。市
の
審
査
後
に
購
入

し
て
い
た
だ
き
、振
り
込
み
と
な

り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課
　



い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
行
政
改
革
の
実
施
計
画

を
確
実
に
履
行
し
つ
つ
、
経
費
の
聖

域
な
き
見
直
し
を
お
こ
な
い
、
新
市

建
設
計
画
を
確
実
に
実
行
す
る
た
め
、

合
併
に
よ
る
行
政
改
革
効
果
で
生
み

出
さ
れ
る
財
源
や
合
併
特
例
債
を
活

用
し
、
福
祉
の
充
実
や
都
市
基
盤
整

備
に
加
え
、
合
併
に
伴
う
事
業
な
ど

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
は
市
収
入
の
根
幹
を

19

な
す
税
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
、
市

民
税
が
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、三
位
一
体
の
改
革
以
来
、

地
方
分
権
の
名
の
下
に
行
わ
れ
た
地

方
交
付
税
の
大
幅
削
減
に
よ
り
、
旧

野
田
市
分
の
地
方
交
付
税
が
不
交
付

に
な
る
な
ど
、
そ
の
代
替
措
置
の
影

響
は
大
き
く
、
一
般
財
源
の
確
保
が

難
し
い
状
況
と
な
り
、
極
め
て
厳
し

　
そ
の
結
果
、
梅
郷
駅
東
口
開
設
事

業
と
し
て
自
由
通
路
・
橋
上
駅
舎
の

整
備
や
市
民
に
安
心
な
農
産
物
を
供

給
す
る
直
売
所
の
建
設
、
障
害
者
総

合
相
談
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

南
部
地
区
ス
ポ
ー
ツ
広
場
・
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
整
備
、

消
防
車
両
の
更
新
な
ど
の
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
年
度
の
事
業
に
要
し
た
費

19
用
は
、
特
別
会
計
を
含
め
た
全

歳
出
決
算
額
で
、　
億
８
千
　

769

203

万
４
千
円
と
な
り
、
一
般
会
計

の
内
訳
を
み
る
と
歳
入
額
は
　434

億
７
千
　
万
５
千
円
、
歳
出
額

240

は
　
億
６
千
　
万
８
千
円
に
な

420

884

り
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
９
月
定
例
市
議

会
で
認
定
さ
れ
た
決
算
の
あ
ら

ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
人
口
と
世
帯
数
は
住
民
基
本

台
帳
に
よ
り
ま
す
。

（
６
面
に
つ
づ
く
）
漁

 梅
郷
梅
郷
駅駅
自
由
通
路
・
橋
上
駅

自
由
通
路
・
橋
上
駅
舎舎
のの
整
備
整
備
やや

 　
　
農
産
農
産
物物

直
売
直
売
所所
 
「「
ゆ
め
あ
ぐ
り
野

ゆ
め
あ
ぐ
り
野
田田
」」建
設
建
設
なな
　

　
どど 
実
施
実
施

　
　
　
　
   

平成１９年度決算
構成比決算額区　　　分
52.1 22,650,508市 税
1.2 512,175地 方 譲 与 税
0.2 81,878利 子 割 交 付 金
3.2 1,396,117地 方 消 費 税 交 付 金
0.2 88,737配 当 割 交 付 金
0.1 63,059株 式 譲 渡 所 得 割 交 付 金
0.5 215,361ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
0.8 343,642自 動 車 取 得 税 交 付 金
0.3 128,115地 方 特 例 交 付 金
6.4 2,773,922地 方 交 付 税
0.1 27,744交通安全対策特別交付金
1.1 488,609分 担 金 及 び 負 担 金
2.7 1,176,199使 用 料 及 び 手 数 料
9.3 4,027,214国 庫 支 出 金
4.1 1,768,038県 支 出 金
0.4 189,205財 産 収 入
0.2 95,307寄 附 金
2.7 1,197,001繰 入 金
3.0 1,305,795繰 越 金
2.7 1,174,579諸 収 入
8.7 3,769,200市 債
100.0 43,472,405歳 入 合 計

◆一般会計歳入内訳　　　　　　　（単位:千円・％）

構成比決算額区　　　分
0.9 381,213議 会 費
11.8 4,967,966総 務 費
27.4 11,536,764民 生 費
9.7 4,089,182衛 生 費
0.2 99,557労 働 費
1.9 781,590農 林 水 産 業 費
0.8 343,152商 工 費
19.5 8,192,157土 木 費
4.0 1,670,258消 防 費
11.1 4,686,543教 育 費
0.0 0災 害 復 旧 費
10.7 4,504,111公 債 費
2.0 816,355諸 支 出 金
100.0 42,068,848歳 出 合 計

◆一般会計歳出内訳　　　　　　　（単位:千円・％）

歳入歳出差引額歳出決算額歳入決算額
区　　　分

増減率平成１8年度平成１9年度増減率平成１8年度平成１9年度増減率平成１8年度平成１9年度
7.51,305,7951,403,557△1.742,786,31242,068,848△1.444,092,10743,472,405一 般 会 計

△36.9129,84281,9809.514,312,04415,674,0099.114,441,88615,755,989国民健康保険特別会計
△1.658,98858,0334.13,728,4723,881,8564.03,787,4603,939,889下水道事業特別会計
572.810,28469,195△0.39,401,8199,369,6160.39,412,1039,438,811老 人 保 健 特 別 会 計
19.561,97074,0404.450,74052,98012.7112,710127,020用 地 取 得 特 別 会 計
365.337,637175,1414.15,270,5045,486,9146.75,308,1415,662,055介 護 保 険 特 別 会 計
12.31,1321,271△3.9465,968447,811△3.9467,100449,082次木親野井特定土地区画整理事業特別会計
16.01,605,6481,863,2171.376,015,85976,982,0341.677,621,50778,845,251合 計

◆一般会計等決算の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:千円・％）

歳
入
歳
入
額額
　

億
７
億
７
千千
　

万
５
千

万
５
千
円円

434434

240240

歳
出
歳
出
額額
　
億
６
億
６
千千
　
万
８
千

万
８
千
円円

420420

884884

一
般
会

一
般
会
計計

橋上駅舎で利便性が向上した梅郷橋上駅舎で利便性が向上した梅郷駅駅 



禦

◆使われたお金　　　　　　　　　　     　　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

196,977円74,768円民 生 費
139,872円53,092円土 木 費
84,822円32,196円総 務 費
80,018円30,373円教 育 費
76,903円29,190円公 債 費
69,818円26,501円衛 生 費
69,868円26,520円そ の 他
718,278円272,640円合 計

◆市税の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　（一般会計）
１世帯当たり１人当たり

181,423円68,863円市 民 税
167,155円63,448円固 定 資 産 税
17,303円6,568円都 市 計 画 税
17,253円6,549円た ば こ 税
3,598円1,365円そ の 他
386,732円146,793円合 計

土　　地　　　　　 2,238,882愛

建　　物　　　　　　355,825愛

有価証券　　  　　  278,460千円

出資による権利　 2,366,933千円

債　　権　　　　　373,792千円

基　　金
・現金　　　　 　3,896,424千円
・土地　　　　　　892,676千円
・債権　　　　　　   4,440千円
地方債残高
・一般会計債　   42,789,571千円
・下水道事業債　21,665,285千円
・次木親野井特定土地区画整理事業債
　　　　　　　　 2,164,268千円

◆財産など

◆健全化判断比率（表内の「－」は、黒字であり該当しません） ※昨年６月に成立した財政健全化法に基づき、財務体
質の健全度合いを、四つの指標で示す「健全化判断比
率」と、公営企業ごとに示す「資金不足比率」で公表
します。
　「健全化判断比率」は、自治体の一般会計などの赤字
の程度を示す「実質赤字比率」や、水道や下水道など公
営事業も含めた赤字の程度を示す「連結実質赤字比率」、
借金の返済額の大きさを表す「実質公債費比率」、将来支
払うことになる負担を「将来負担比率」で示します。
　また、「資金不足比率」は、公営企業の資金不足額が、
事業の規模に対してどの程度あるのかを示すものです。
　野田市の平成19年度決算に伴う各財政指標は表のと
おりであり、いずれの指標も基準を下回っています。

法非適用企業法 適 用 企 業
下水道事業特別会計水道事業会計会 計 名

－－野 田 市 の 比 率
20.0%20.0%経営健全化基準

◆資金不足比率　（表内の「－」は、黒字であり該当しません）

・19年度の市債発行額（一般会計）
　　　　　　　37億6,920万円

・市債の残高（一般会計）
　　　　　 427億8,957万1千円

１人当たり　　24,427円

１世帯当たり　64,355円

１人当たり　  277,311円

１世帯当たり  730,584円

◆市債の状況

※残高には、旧関宿町継承分が含まれ
ています。

早期健全化基準野 田 市 の 比 率
11.91%－実 質 赤 字 比 率
16.91%－連結実質赤字比率
25.0%12.5%実質公債費比率
350.0%127.5%将 来 負 担 比 率



　
市
で
は
、
財
政
状
況
を
よ
り
詳
し

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
政
改

革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
企
業
会
計

的
方
法
導
入
の
一
環
と
し
て
、
平
成

　
年
度
決
算
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

11を
作
成
し
て
い
ま
す
。

■
資
産
と
負
債
の
状
況

　
　
年
度
末
の
野
田
市
バ
ラ
ン
ス
シ

19
ー
ト
で
算
出
さ
れ
た
資
産
合
計
は
、

千
　
億
円
で
対
前
年
度
末
比
４
億
円

580
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
産
が
減
少
し
た
主
な
要
因
は
、

　
市
の
決
算
は
、
家
計
簿
と
同
じ
よ

う
に
「
そ
の
年
に
市
税
な
ど
の
お
金

が
い
く
ら
入
り
、
ま
ち
づ
く
り
や
福

祉
の
充
実
な
ど
に
お
金
を
い
く
ら
使

っ
た
か
」
と
い
う
単
年
度
の
お
金
の

出
入
り
を
示
す
の
に
対
し
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
は
、
市
民
が
安
心
し
て
快

適
に
生
活
す
る
た
め
学
校
や
保
育
所
、

公
園
、道
路
、消
防
車
な
ど
の
資
産（
土

地
・
建
物
・
貯
金
）と
、そ
れ
を
取
得
す

る
た
め
に
必
要
と
し
た
お
金
や
負
債

（
借
入
金
）を
対
比
し
た
も
の
で
す
。

合
併
関
連
事
業
等
に
よ
る
用
地
の
取

得
や
施
設
の
取
得
、
高
規
格
救
急
自

動
車
や
消
防
ポ
ン
プ
車
の
取
得
、
南

部
地
区
ス
ポ
ー
ツ
広
場
整
備
費
な
ど

の
増
が
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で

に
取
得
し
た
有
形
固
定
資
産
の
償
却

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、有
形
固
定
資
産
の
構
成
割
合

は
、
道
路
・
公
園
整
備
等
を
計
上
し

て
い
る
土
木
費
が
　
・
０
%
、
学
校
・

51

体
育
施
設
整
備
費
を
計
上
し
て
い
る

教
育
費
が
　・
０
%
、欅
の
ホ
ー
ル
、庁

26

舎
整
備
費
等
を
計
上
し
て
い
る
総
務

費
が
　
・
７
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11

　
負
債
総
額
は
、　
億
円
で
対
前
年

581

度
末
比
　
億
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

17

負
債
が
増
と
な
っ
た
主
な
理
由
は
、

　
年
４
月
に
一
部
が
施
行
さ
れ
た

20「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
退
職

給
与
引
当
金
の
推
計
方
法
が
見
直
さ

れ
た
こ
と
に
あ
わ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
で
の
推
計
に
も
適
用
す
る
、
よ

り
厳
し
い
数
値
へ
の
精
査
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
世
代
間
負
担
割
合

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
は
、
正
味

資
産
・
負
債
・
有
形
固
定
資
産
の
関

係
か
ら
社
会
資
本
形
成
の
世
代
間
負

担
の
割
合
が
分
か
り
ま
す
。

　
　
年
度
末
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は

19
上
記
の
表
の
と
お
り
後
世
代
に
よ
る

ー
セ
ン
ト
か
ら
　
・
　
パ
ー
セ
ン
ト

56

83

と
な
っ
て
お
り
、野
田
市
の
数
値
は
、

近
隣
市
と
比
較
し
て
も
決
し
て
高
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
よ
り
厳
し
い
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
考
え
方
に
よ
り
普

通
建
設
事
業
債
の
発
行
上
限
を
設
け
、

市
債
の
増
加
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
財
政
課

負
担
割
合
が
１
・
　
ポ
イ
ン
ト
増
え

27

て
い
ま
す
が
、
先
の
退
職
手
当
引
当

金
の
精
査
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、　
年
度
の
近
隣
市
に
お
け

18

る
後
世
代
の
負
担
割
合
は
　
・
　
パ

36

75

魚

平
成
　
年
度
末
野
田
市
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

１９
～
平
成
　
年
度
末
資
産
総
額
千
　
億
円
～

１９

５８０

　
市
の
財
政
状
況
を
分
析

◆前年度末との比較
18年度末19年度末

項　目
１人当たり総　額１人当たり総　額

1,036千円1,584億円1,024千円1,580億円資　産

369千円564億円377千円581億円負　債

667千円1,020億円647千円998億円正味資産

◆社会資本形成の世代間負担割合の前年度末比較

18年度末19年度末項　　目

69.59％68.23％これまでの世代による負担
（正味資産⑤÷有形固定資①）

38.48％39.75％後世代による負担
（負債合計④÷有形固定資①）

※算式では、分母となる資産は、借方の「有形固定資産（下
表①）」のみを算入することとなっており、「投資等（同②）」
と「流動資産（同③）」が除かれることから、世代間の負担割
合の合計は、100％を超えることになります。

◆野田市バランスシート（19年度末）　　　　　　 （債務負担行為含む・単位：千円）
貸　　　　　方借　　　　　方

［負債の部］［資産の部］
　○固定負債及び流動負債  58,149,523　○有形固定資産　　      146,278,724  ①
　（１）市債　　　　　　  44,849,858　　　　（うち土地           65,012,719）
　　　①総務債　　　　       4,622,368　（１）総務費　　　　    17,098,038
　　　②民生債　　　　 　     363,963　（２）民生費　　　　      4,991,913
　　　③衛生債　　　　       1,998,193　（３）衛生費　　　  　    7,997,271
　　　④土木債　　　　　  15,812,869　（４）土木費　　　  　  74,624,278
　　　⑤教育債　　　 　      6,095,418　（５）教育費　　　  　  38,147,771
　　　⑥減税補てん債等　  14,828,253　（６）その他　　　  　    3,419,453
　　　⑦その他　　　          1,128,794
　（２）債務負担行為　　    2,741,155　○投資等　　　　　　      6,721,709  ②
　（３）退職給与引当金      10,558,510　（１）投資及び出資金　   3,509,194
　負債合計　　　　　　      58,149,523  ④　（２）貸付金                     380,888
　　（３）基金等　　　         2,831,627
［正味資産の部］
　○国県支出金　　 　        21,513,550
　○一般財源等　　  　　    78,298,064　○流動資産　　　　         4,960,704  ③
　　（１）現金・預金等 　     2,764,487
　正味資産合計　　　　　   99,811,614  ⑤　（２）未収金　　　　      2,196,217
　負債・正味資産合計　　 157,961,137　資産合計　　　　　      157,961,137

※バランスシートの作成条件
　①普通会計（一般会計と特別会計の一部を加えたもの）を対象に作成しています。
　②昭和44年度以降のデータを元に作成しています。
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総
合
公
園
体
育
館
は
、昭
和
　（
１
62

９
８
７
）
年
に
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
拠
点
と
し
て
、開
設
し
ま
し
た
。

　
体
育
館
に
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー

ト
２
面
分
の
大
体
育
室
と
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
コ
ー
ト
２
面
分
の
小
体
育
室

を
中
心
に
、
柔
道
場
や
剣
道
場
の
ほ

か
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
大
体
育
室
は
、
２
分
の
１
面
や
４

分
の
１
面
だ
け
の
利
用
も
で
き
る
の

で
、
大
会
や
練
習
の
規
模
に
合
っ
た

使
い
方
が
で
き
る
と
好
評
で
す
。

　
ま
た
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
に
は
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
や
ラ
ン
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
平
成
６
年
に
は
、
登
山
愛

好
家
な
ど
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
当

時
の
東
葛
飾
地
域
の
市
町
で
は
初
と

な
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ

ー
ル
を
、
体
育
館
南
西
側
の
外
壁
に

設
置
し
ま
し
た
。
岩
登
り
の
練
習
場

と
し
て
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

の
幅
広
い
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
時
間
は
、
火
曜
日
と

年
末
年
始
を
除
く
９
時
か
ら
　
時
ま

21

で
で
す
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー

ル
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前
に
講
習

会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

紙上公共施設見学会 「総合公園体育館」

予約は２か月前から電話で

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

　
理
科
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、市
が「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」を
結
ぶ
東
京
理
科
大
学
を
、

　
月
３
日
、み
ず
き
小
学
校
６
年
生
　
人
が
訪
れ
た
。

10

99

　
児
童
た
ち
は
、６
つ
の
研
究
室
で
、光
通
信
や
超
伝

導
、音
波
な
ど
の
実
験
講
座
を
体
験
。普
段
と
は
違
う

専
門
的
な
施
設
や
機
具
を

前
に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

ち
ょ
っ
と
難
し
い
け
ど

　
　
　〝
一
日
大
学
生
〟を
体
験

不
思
議
い
っ
ぱ
い
の
実

験
に“
釘
付
け
”

市民訪問

　
「
浪
曲
は
、
三
味
線
の
音
に
あ
わ

せ
な
が
ら
、
物
語
の
状
況
や
登
場
人

物
の
心
情
を
語
る
『
 節
 』
と
、
登
場

ふ
し

人
物
を
演
じ
て
話
す
『
 台
詞
 』
で
組

せ
り
ふ

み
立
て
る
も
の
で
、
江
戸
時
代
の
瓦

版
が
発
祥
と
い
わ
れ
ま
す
」
と
話
す

の
は
、
今
年
１
月
に
日
本
浪
曲
協
会

の
会
長
に
就
任
さ
れ
た
澤
孝
子
さ
ん
。

　
「
同
じ
演
目
で
も
、
浪
曲
師
一
人

ひ
と
り
『
節
』
が
違
う
の
で
、
一
つ

と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
自
身
が
作
り
あ
げ
る
芸
で
あ
る

と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
本
流
の
芸
で
、
若
手
を
引

き
込
み
、育
て
た
い
」と
協
会
会
長
と

し
て
若
手
の
育
成
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
「
寄
席
で
は
、
常
に
緊
張
感
を
持

っ
て
い
ま
す
の
で
、
仕
事
を
終
え
て

野
田
に
戻
る
と
、
地
域
の
方
と
の
交

流
や
、自
然
環
境
の
良
さ
で
、リ
ラ
ッ

ク
ス
が
で
き
、こ
の
地
に
住
ん
で
本
当

に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
も
。

　
市
で
は
、　
月
　
日
　
時
か
ら
文

12

23

13

化
会
館
で
、「
浪
曲
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
澤
さ
ん
は
、「
　
年
間
の
集

55

大
成
の
ス
テ
ー
ジ
を
お
見
せ
い
た
し

ま
す
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

日
本
浪
曲
協
会
会
長
・
山
崎
在
住

浪
曲
と
は

　
 〝
私
の
生
き
が
い
〟で
す

　
　
澤
　
孝
子
さ
ん

　
平
成
　
年
に
、国
の
登
録
文
化
財
と
近
代
化
産
業
遺

19

産
群
認
定
を
受
け
た
、「
上
河
岸
」（
戸
邉
家
）と「
下
河

岸
」（
桝
田
家
）で
は
、　
月
７
日
、「
ま
ち
な
み
研
究
会
」

10

の
協
力
を
得
て
、水
運
の
歴
史
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
自
宅
脇
に
記
念
碑
を
建
立
し
た
。

　
碑
に
は
、

「
国
の
登
録
文

化
財
」と「
近

代
化
産
業
遺

産
」の
プ
レ
ー

ト
も
は
め
込

ま
れ
て
い
る
。

水
運
の
歴
史
を
物
語
る

　
　
　
２
家
が
記
念
碑
を
建
立

戸邉家（上）と桝田家（下）での除幕式
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享

　
食
の
安
全
や
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
学
び
な
が
ら
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
専
門
学
校
の
雰
囲
気

も
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、　
月
　
日
、
野
田
鎌
田

10

11

学
園
で
中
学
生
を
対
象
と

し
た
「
食
育
教
室
２
０
０

８
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
シ
ェ
フ
か
ら「
素
材
が
新

鮮
で
あ
れ
ば
お
い
し
い
料

理
が
で
き
る
」と
指
導
を
受

け
、
在
校
生
と
一
緒
に
野

田
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
使

っ
た
料
理
に
挑
戦
し
た
。

慣れない包丁に戸惑いながらも

お
い
し
い
料
理
は

　
　
　
　
素
材
が
す
べ
て

嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉嫉

にじますの味噌蒸し

本多悦子さん（桜台）

①ニジマスのはらわたを取ったあと、中にみそを
詰める②①の上に大葉をのせ、アルミホイルで包
み、約１０分間強火のまま蒸して出来上がり。
※以前主人が一度食べた料理で、素朴な味が忘れ
られずに、リクエストされて作り始めました。大
葉の香りでさっぱりとした味で、わが家では「ニ
ジマス」と言えば、この料理。蒸しているので、
身のほぐれもよく、小さな子どもでも食べやすい
一品です。
　みそだけのシンプルな味付けですが、みそにゆ
ずの絞り汁を加えると、一層風味が増して、食欲
を誘います。
《材料》４人分：ニジマス４匹、大葉１２枚、みそ中さじ８

学校訪問（２３）　山崎小学校

　
山
崎
小
学
校
は
、昭
和
　
年（
１
９

55

８
０
）年
に
、南
部
小
学
校
の
学
区
の

一
部
を
分
離
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
校
門
を
く
ぐ
る
と
、花
壇
や
校
舎
脇

に
並
べ
ら
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
多

く
の
花
が
咲
い
て
い
る
と
と
も
に
、校

り
や
水
や
り

な
ど
を
一
緒

に
な
っ
て
行

う
こ
と
で
、豊

か
な
心
を
育

ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夏

休
み
に
は
毎

年
、「
夏
季
学
習
日
」と
称
し
、地
域
の

方
か
ら
茶
道
や
華
道
、
英
会
話
な
ど

を
学
ん
だ
り
、地
元
企
業
の
協
力
で
実

験
教
室
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、２

日
間
を
通
し
て
、
全
学
年
が
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
地
元
で
活
躍
す
る
シ
ェ
フ

っ
て
い
る
保

護
者
や
地
域

の
方
へ
の
感

謝
の
気
持
ち

も
込
め
て
、

合
唱
や
合
奏

を
披
露
し
て

い
ま
す
。

に
よ
る
料
理
教
室
も
行
わ
れ
、
６
年

生
が
、
本
格
的
な
プ
ロ
の
調
理
方
法

を
直
接
学
ぶ
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
校
で
は
、
毎
年
　
月
の

11

土
曜
日
に
、全
児
童
に
よ
る「
山
小
音

楽
祭
」を
開
催
し
、普
段
お
世
話
に
な

庭
の
一
部
に
は
青
々
と
し
た
芝
生
が

広
が
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
す
。

常
に
地
域
の
温
か
い
目
が

　
保
護
者
や
地
域
の
方
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
栽
培
ク
ラ
ブ
」が
、積

極
的
に
学
校
の
環
境
美
化
活
動
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、児
童
た
ち
も
土
作

四季折々の花を鑑四季折々の花を鑑賞賞

地域の方からそろばんの学習地域の方からそろばんの学習もも

　
写
真
は
、
昭
和
　
（
１

34

９
５
９
）
年
８
月
に
、
花

井
公
会
堂
（
現
在
の
自
治

会
館
）
で
行
わ
れ
た
ラ
ジ

オ
体
操
の
後
に
、
男
子
児

童
が
集
合
し
た
様
子
で
す
。

　
花
井
・
堤
根
地
区
合
同

で
、
南
部
小
学
校
の
児
童

男
女
約
　
人
が
集
ま
り
、

30

夏
休
み
期
間
の
６
時
　
分
30

か
ら
、
体
操
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。　

　「
当
時
、ラ
ジ
オ
は
貴
重

で
、
花
井
に
住
む
中
央
小

学
校
の
先
生
が
、
大
き
な

真
空
管
の
ラ
ジ
オ
を
、
自

宅
か
ら
慎
重
に
運
ん
で
準

備
し
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

写
真
提
供
者
の
髙
梨
さ
ん
。

　
「
体
操
前
に
は
、
全
員

で
『
ラ
ジ
オ
体
操
の
歌
』

を
、
大
き
な
声
で
歌
い
ま

し
た
ね
。
ま
た
、
体
操
後

に
は
、
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン

プ
を
押
し
て
も
ら
い
、
2

学
期
に
カ
ー
ド
を
、
学
校

に
提
出
し
、
参
加
記
念
の

ノ
ー
ト
が
も
ら
え
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

写真提供＝髙梨重雄さん（堤根）

真
空
管
の
音
色
で

　
　
　
　
　
ラ
ジ
オ
体
操
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京

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
火
災
に
備
え
万
全
な
防
火
対
策
を

　
　
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

11
で
す
。
子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
家
庭

と
い
う
密
室
で
起
こ
り
、
子
ど
も
が

声
を
あ
げ
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
た
め
、
周
囲
が
児
童
虐
待
に
関
す

る
認
識
を
持
っ
て
い
な
い
と
、
見
逃

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
市
で
は
、
児
童
虐
待
が
深
刻
な
状

況
に
な
っ
て
い
く
中
、児
童
相
談
所
、

医
師
会
、
警
察
署
な
ど
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
る
た
め
、「
野
田
市
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を
設
置

し
、児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に
努
め
、

児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O

S
」
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
身
の
回
り
で
「
日
常
的
に
大
人
の

怒
鳴
り
声
や
子
ど
も
の
泣
き
声
が
聞

こ
え
る
」「
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
が
あ

る
」「
お
な
か
を
す
か
せ
て
い
る
」

「
不
潔
・
病
気
の
ま
ま
放
置
し
て
い

る
」
な
ど
、
虐
待
を
疑
う
子
ど
も
が

い
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
早
い
段
階
で
気
付
く
こ
と
が
子
ど

も
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
子
ど
も
S
O
S
☎
・
思
０
１
２
０ 児

童
虐

児
童
虐
待待
をを
見
か
け
た

見
か
け
た
らら

「
子
ど
も
S
O

「
子
ど
も
S
O
SS
」」にに
相
談
相
談
をを

 
 ７
  ８
  ３
  ２
  ８
  １
 （
休
日
、
夜
間
は

な
 
や
 
み
 
に
 
は
 
い

留
守
番
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
受
付
）

◆
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
…
児
童
家

庭
課
、指
導
課
、保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
２
５
 
１
１
８
８
、関
宿
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
９
８
 
５
０
１
１
、柏

児
童
相
談
所
☎
７
１
３
１
 
７
１
７

５
、千
葉
県
中
央
児
童
相
談
所（
　
時
24

間
対
応
）☎
　（
　
）１
１
５
２

043
２５２

－

－

－

－

　
東
葛
多
重
債
務
問
題
対
策
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
多
重
債
務
や
借
金
問
題

な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
を
対
象
に
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。

多
重
債
務
な
　

　
ど 
無
料
法
律
相
談
会

【
日
時
】　
月
　
日
障
　
時
～
　
時

11

20

10

16

【
場
所
】
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

【
定
員
】
先
着
　
人
16

【
申
込
み
・
問
合
せ
】　
月
４
日
鍾

11

９
時
か
ら
市
民
生
活
課
へ

◆
緊
急
時
…
　
番
110

◎
市
役
所
で
ポ
ス
タ
ー
展

　
児
童
虐
待
防
止
啓
発
推
進
の
一
環

と
し
て
、　
月
　
日
鐘
か
ら
　
日
鍾
ま

11

12

18

で
市
役
所
１
階
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
、「
わ
た
し
の
願
う
家
族
・
家
庭
」

を
テ
ー
マ
に
、市
内
の
小
中
学
生
が
作

成
し
た
ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

　
　
月
９
日
か
ら
　
日
ま
で
、秋
季
全

11

15

国
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
野
田
市
の
平
成
　
年
中
の
火
災
発
生

19

件
数
は
　
件
で
、原
因
の
上
位
は
、放

63

火
と
放
火
の
疑
い
が
　
件
、た
ば
こ
に

15

よ
る
も
の
が
　
件
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

11

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
の
で
、火
災

予
防
の
た
め
、
３
つ
の
習
慣
と
４
つ

の
対
策
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

《
３
つ
の
習
慣
》
①
寝
た
ば
こ
は
絶

対
や
め
る
、
②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や

す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
、
③
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す

《
４
つ
の
対
策
》
①
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
、
②
寝
具
や
衣
類

は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
、
③
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
、
④
隣

近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

◎
火
災
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
月
９
日
醤
　
時
　
分
か
ら
ジ
ャ

11

13

30

ス
コ
ノ
ア
店
で
、消
防
音
楽
隊
の
演
奏

や
消
防
グ
ッ
ズ
の
配
布
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
７
時
に
、
消
防
署
の

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と

間
違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
消
防
本
部
予
防
課
☎
７

１
２
４
 
０
１
１
４

－

【
申
込
方
法
】　
月
　
日
障
必
着
で
、

11

20

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
〒
　
 
８
５
５
０
野

278

田
市
役
所
企
画
調
整
課
内
国
際
交
流

協
会
事
務
局
へ

【
問
合
せ
】
国
際
交
流
協
会
・
森
本

☎
７
１
２
９
 
７
３
８
５

－

－

　
国
際
交
流
協
会
で
は
、
メ
キ
シ
コ

の
歴
史
や
習
慣
の
紹
介
を
通
じ
て
、

外
国
人
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　
月
　
日
上
　
時
～
　
時

11

29

13

15

【
場
所
】
総
合
福
祉
会
館

【
定
員
】　
人
（
先
着
）

50

【
参
加
費
】　
円
100

　
市
で
は
、
神
谷
 端
 氏
（
N
A
C
S

た
だ
し

東
日
本
支
部
事
業
委
員
会
委
員
）
を

講
師
に
迎
え
、「
家
庭
の
省
エ
ネ
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
日
時
】　
月
　
日
障
　
時
～
　
時

11

27

14

16

【
場
所
】
市
役
所
２
階
中
会
議
室

【
定
員
】
先
着
　
人
50

【
申
込
み
・
問
合
せ
】　
月
４
日
鍾

11

か
ら
電
話
か
直
接
市
民
生
活
課
へ

消
費
生
活

セ
ミ
ナ
ー

 

「
家
庭
の
省
エ
ネ
講
座
」

メ
キ
シ
コ
文
化
で
国
際
交
流

【
講
師
・
指
導
者
】
金
光
興
二
氏（
法

政
大
学
野
球
部
監
督
）と
同
校
野
球
部

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
実
技
指
導
の

参
加
者
を
募
集
。　
月
　
日
鞘
ま
で

11

28

に
青
少
年
課
（
平
日
）
か
野
田
市
少

年
野
球
連
盟
・
堀
江
☎
７
１
２
３
 

６
３
６
２
（
夜
間
、
上
・
醤
・
□祝 
）へ
－

　
少
年
野
球
の
技
術
向
上
の
た
め
、市

内
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
選
手
、指
導
者
、

市
民
を
対
象
に
大
学
野
球
部
を
招
き

模
範
演
技
と
実
技
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】　
月
７
日
醤
　
時
～
　
時

12

10

16

【
場
所
】
総
合
公
園
野
球
場
（
雨
天

の
場
合
は
、
同
園
体
育
館
）

総
合
公
園
で
少
年
野
球
教
室



距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距距

「
野
田
産
大
豆
」で
豆
腐
づ
く
り

　
農
産
物
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
で

は
、
地
産
地
消
の
推
進
と
野
田
産
大

豆
の
消
費
拡
大
P
R
の
た
め
、
市
民

を
対
象
と
し
た
、
豆
腐
作
り
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　
月
　
日
障
、　
日
鞘
い

11

27

28

ず
れ
も
９
時
～
正
午

【
場
所
】
東
葛
飾
地
域
農
林
業
セ
ン

タ
ー
（
尾
崎
）

【
定
員
】
各
回
　
人
（
抽
選
、
未
受

10

講
者
を
優
先
）

【
費
用
】　
円
（
材
料
代
）

200

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

筆
記
用
具

【
申
込
み
・
問
合
せ
】　
月
　
日
鞘

11

14

ま
で
に
電
話
か
直
接
農
政
課
課
へ

民
俗
芸
能
の
つ
ど
い

　
市
内
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能
を
、
保

存
・
継
承
し
発
展
さ
せ
よ
う
と
、
今

年
で
　
回
目
と
な
る
「
民
俗
芸
能
の

11

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
民
俗
芸
能
を
継
承
し
て
い
る
団
体

や
、
継
承
に
取
り
組
む
市
内
小
中
学

校
の
団
体
が
出
演
し
ま
す
。

【
日
時
】　
月
　
日
醤
　
時
　
分
～

11

30

12

30

　
時
16【

場
所
】
欅
の
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル

【
出
演
団
体
】下
根
獅
子
舞
保
存
会
、

梅
后
流
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
梅
さ
と
道

場
、七
光
台
お
囃
子
保
存
会
、沢
昌

会
、武
者
土
囃
子
保
存
会
、東
部
小
学

校
お
囃
子
同
好
会
、川
間
中
学
校
郷

土
芸
能
コ
ー
ス
、清
水
台
小
学
校
郷

土
芸
能
部
、宮
崎
小
学
校
お
は
や
し
ク

ラ
ブ
、
中
央
小
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ

ブ
、
柳
沢
小
学
校
３
年
生
総
合
学
習

【
問
合
せ
】
野
田
市
民
俗
芸
能
の
つ

ど
い
実
行
委
員
会
事
務
局
（
社
会
教

育
課
内
）

 平成平成
　
年年

３
月
予

３
月
予
定定

市
営
住

 

市
営
住
宅宅
のの
入
居
者
募

入
居
者
募
集集

　
市
で
は
、
平
成
　
年
３
月
に
入
居

21

予
定
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
入
居
希
望
者
は
、　
月
　
日
鞘
～

11

14

　
日
鞘
（
上
・
醤
・
□祝 
は
除
く
）
ま

28で
に
、
建
築
指
導
課
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
入
居
資
格
は
、
市
内
に
居
住
し
、

住
居
に
困
り
、
公
営
住
宅
法
の
月
収

額
（
一
般
世
帯
は
　
万
円
、
高
齢
者

20

や
障
害
者
な
ど
の
世
帯
は
　
万
８
千

26

円
で
、
い
ず
れ
も
同
居
の
親
族
の
収

入
も
含
め
る
）
以
内
の
方
で
す
。

　
た
だ
し
、
市
税
の
滞
納
者
は
入
居

資
格
が
な
い
な
ど
、
個
別
に
条
件
が

あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
申
込
内
容
を
も
と
に
、
資

格
の
審
査
を
行
い
、
募
集
の
戸
数
を

超
え
る
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽

選
に
な
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】
①
単
身
世
帯
の
方
が

申
し
込
み
で
き
る
団
地
は
な
し

②
家
賃
は
毎
年
入
居
者
の
収
入
額
に

応
じ
て
算
出

③
募
集
団
地
や
戸
数
は
変
更
に
な
る

場
合
あ
り

【
問
合
せ
】建
築
指
導
課
市
営
住
宅
係

　
 監
査
結
果

【
種
類
】
住
民
監
査
請
求

【
期
間
】
平
成
　
年
８
月
５
日
～

20

同
年
　
月
４
日

10

【
対
象
部
局
】
土
木
部

【
監
査
対
象
】
市
は
、
市
内
ゴ
ル

フ
場
内
の
所
有
地
を
、
違
法
・
不

当
に
無
償
貸
し
付
け
を
行
い
、
損

害
を
被
っ
て
い
る
か

【
監
査
の
結
果
】
請
求
人
の
主
張

に
は
理
由
が
な
い

【
監
査
委
員
】
染
谷
肇
・
石
山
曻

※
住
民
監
査
請
求
と
は
、
市
民
が
市

長
な
ど
の
執
行
機
関
や
職
員
に
よ
る

公
金
の
支
出
、
財
産
の
管
理
、
契
約

の
締
結
な
ど
の
財
務
会
計
上
の
行
為

が
、違
法
か
不
当
と
認
め
る
と
き
に
、

監
査
委
員
に
対
し
監
査
を
求
め
、
必

要
な
措
置
を
請
求
す
る
も
の
で
す
。

【
問
合
せ
】
監
査
委
員
事
務
局

団
　
地
　
名

西
大
和
田
団
地
１
号
棟

西
大
和
田
団
地
３
号
棟

西
大
和
田
団
地
４
号
棟

（
母
子
・
父
子
世
帯
向
け
）

西
大
和
田
団
地
５
号
棟

上
花
輪
団
地
３
号
棟

七
光
台
中
央
団
地

鶴
奉
団
地
１
号
棟

鶴
奉
団
地
２
号
棟

宮
崎
西
団
地
３
号
棟

募
集

戸
数３３１１２１２１１

所
　
在
　
地

山
崎
千
　
番
地

314

山
崎
千
　
番
地

283

山
崎

千
　
番
地
の
２

328
山
崎

千
　
番
地
の
２

328
上
花
輪
　
番
地

498

七
光
台
　
番
地

179

鶴
奉　

番
地
の
１

335
鶴
奉　

番
地
の
４

84
宮
崎　

番
地
の
７

80

家
　
賃

１
万
　
円
600

～
２
万
　
円
100

１
万
千
　
円
700

～
２
万
３
千
　
円
400

１
万
３
千
円

～
２
万
８
千
　
円
600

１
万
３
千
　
円
200

～
２
万
９
千
　
円
100

１
万
５
千
　
円
100

～
３
万
３
千
　
円
300

１
万
５
千
　
円
700

～
３
万
４
千
　
円
600

１
万
７
千
　
円
900

～
３
万
９
千
　
円
200

１
万
８
千
　
円
700

～
４
万
千
　
円
100

１
万
６
千
　
円
800

～
３
万
７
千
円

間
取

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ

３
Ｋ

建
設

年
度

昭
和
　
年
47昭

和
　
年
49昭

和
　
年
50昭

和
　
年
51昭

和
　
年
55昭

和
　
年
60平

成
４
年

平
成

６
年

昭
和
　
年
44

駐
車
場

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
無
料
）

有
（
有
料
）

有
（
有
料
）

有
（
有
料
）

■募集団地

　21

供

　
市
職
員
の
人
事
異
動

　
　
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
発
令
し

10
ま
し
た
。（
前
職
は
省
略
）

【
市
長
事
務
部
局
】
蓮
俊
乗
＝
環
境
部

長
、岡
部
憲
幸
＝
企
画
財
政
部
次
長（
兼
）

企
画
調
整
課
長（
兼
）鉄
道
建
設
促
進
担

当（
兼
）鉄
道
複
線
化
担
当
、
外
山
和
良

＝
総
務
部
次
長（
兼
）総
務
課
長（
兼
）市

史
編
さ
ん
担
当
、
鈴
木
俊
男
＝
民
生
経

済
部
参
事（
兼
）国
保
年
金
課
長
、
川
島

信
良
＝
財
政
課
長
、
小
川
平
＝
課
税
課

長
、
小
菅
功
＝
市
民
課
長
、
古
川
浩
＝

民
生
経
済
部
主
幹（
兼
）市
民
課
長
補

佐
、
川
辺
博
＝
民
生
経
済
部
主
幹（
兼
）

市
民
生
活
課
長
補
佐
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講
座
・
教
室

◆
家
庭
教
育
講
演
会
　
　
月
　
日

11

12

鐘
市
役
所
８
階
大
会
議
室
、　
日
20

障
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
（
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。
い
ず
れ

も
　
時
　
分
～
正
午
。
下
田
真
理

10

30

子
氏
（
青
少
年
メ
デ
ィ
ア
研
究
協

会
企
画
・
調
査
員
）
に
よ
る
「
あ

な
た
の
知
ら
な
い
子
ど
も
と
ネ
ッ

ト
社
会
」
が
テ
ー
マ
。
当
日
会
場

受
付
。
問
中
央
公
民
館
☎
７
１
２

４
 
１
５
５
８

◆
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
　

　
月
　
日
障
９
時
　
分
～
　
時
　

11

13

30

13

30

分
保
健
セ
ン
タ
ー
で
。
管
理
栄
養

士
に
よ
る
「
カ
ロ
リ
ー
控
え
め
の

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
」
と
題
し

た
講
話
と
調
理
実
習
。先
着
　
人
。

30

材
料
費
　
円
。
エ
プ
ロ
ン
や
三
角

300

巾
、
筆
記
用
具
を
持
参
。　
月
４

11

日
鍾
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
７
１

２
５
 
１
１
８
８
へ

◆
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
　

　
月
　
日
上
　
時
　
分
～
　
時
　

11

15

13

30

15

30

分
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。
松

村
真
貴
子
氏（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）に

よ
る
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
め

―

―

ざ
し
て
」が
テ
ー
マ
。
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
、
磁
気
ル
ー
プ
あ
り
。

当
日
会
場
受
付
。
問
社
会
教
育
課

◆
炎
症
性
腸
疾
患
の
食
事
療
法
　

　
月
　
日
鍾
　
時
～
　
時
野
田
健

11

18

15

17

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
ク
ロ
ー
ン

病
や
 潰
  瘍
 性
大
腸
炎
の
患
者
と
そ

か
い
 よ
う

の
家
族
。
先
着
　
人
。　
月
　
日

50

11

13

障
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２

４
 
８
１
５
５
へ

◆
着
付
け
教
室
　
　
月
　
日
～
　

11

19

12

月
　
日
の
毎
週
鐘
　
時
～
　
時
勤

17

18

21

労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
。
市
民
か
市

内
在
勤
で
　
歳
ま
で
の
方
。
先
着

35

　
人
。　
月
５
日
鐘
～
　
日
鐘
に

12

11

12

同
ホ
ー
ム
☎
７
１
２
２
 
４
５
４

８
へ

◆
野
田
公
民
館
で
パ
ソ
コ
ン
教
室

な
ど
　
①
成
人
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
ワ
ー
ド
基
礎
編
」
…
　
月
　
日

11

28

～
　
月
５
日
の
鍾
鞘
　
時
～
正

12

10

午
。
全
３
回
。　
歳
以
上
の
市
民

20

で
文
章
入
力
の
で
き
る
方
。　
人（
抽

20

選
）。
テ
キ
ス
ト
代
　
円
。　
月
　

500

11

15

日
上
必
着
で
往
復
は
が
き
（
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
☎
を
明
記
）
か

返
信
用
は
が
き
を
持
参
で
申
込
む
。

②
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む
パ
ン
・

―

―

ケ
ー
キ
作
り
…
　
月
　
日
～
　
月

11

21

12

　
日
の
鞘
　
時
～
　
時
。全
３
回
。

12

10

13

市
民
か
市
内
在
学
、
在
勤
の
方
。

　
人（
抽
選
）。材
料
費
２
千
　
円
。

16

100

　
月
　
日
鉦
ま
で
に
電
話
か
直
接

11

10

申
込
む
。
問
〒
　
 
０
０
３
５
中

278

野
台
　
 
１
野
田
公
民
館
☎
７
１

168

２
３
 
７
８
１
８

イ
ベ
ン
ト

◆
く
ら
し
と
税
金
展
　
　
月
５
日

11

鐘
～
　
日
鉦
　
時
～
　
時
そ
ご
う

10

10

17

柏
店（
柏
市
）で
。
小
学
生
の
書
道

や
中
学
生
の
作
文
な
ど
。問
収
税
課

◆
青
空
キ
ッ
ズ
　
　
月
６
日
障
　

11

10

時
　
分
～
　
時
　
分
ス
ポ
ー
ツ
公

30

11

30

園
前
浦
イ
ベ
ン
ト
広
場（
木
野
崎
）

で
。
雨
天
中
止
。
体
操
や
ゲ
ー
ム

な
ど
。
０
～
６
歳
の
親
子
。
先
着

　
組
。　
月
４
日
鍾
８
時
　
分
か

50

11

30

ら
電
話
で
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
７
１
２
１
 
３
０
３
１
へ

◆
野
田
市
小
・
中
学
校
合
同
な
か

よ
し
運
動
会
　
　
月
７
日
鞘
９
時

11

　
分
～
　
時
総
合
公
園
体
育
館

15

14

で
。
特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒

に
よ
る
綱
引
き
や
リ
レ
ー
な
ど
。

当
日
見
学
可
。
問
指
導
課

◆
野
田
せ
ん
べ
い
の
手
焼
き
体
験

と
町
あ
る
き
　
　
月
　
日
上
、　

11

15

19

日
鐘
、　
日
上
。
い
ず
れ
も
９
時

22

～
　
時
。
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
も
の
知

15

―

―

―

―

り
し
ょ
う
ゆ
館
の
見
学
や
野
田
ガ

イ
ド
の
会
に
よ
る
散
策
な
ど
。
参

加
費
２
千
円
。
各
開
催
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
野
田
市
役
所
商
工
課

内
野
田
市
観
光
協
会
☎
７
１
２
３

 
１
０
８
５
へ

◆
　
月
の
保
育
所
園
庭
開
放
　
保

11
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親

子
で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。

　
時
～
　
時
。
当
日
会
場
受
付
。

10

11

問
各
保
育
所

◆
の
だ
と
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８

　
　
月
　
日
上
９
時
　
分
～
　
時

11

15

30

14

　
分
野
田
特
別
支
援
学
校
で
。
小

40中
学
部
の
舞
台
発
表
や
高
等
部
の

頒
布
会
な
ど
。　
時
　
分
か
ら
は

12

45

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
。
問
同

校
☎
７
１
２
２
 
７
２
７
０

◆
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
で
健
康
づ

く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
　
月
　

11

16

日
醤
　
時
～
　
時
　
分
。
幼
児
の

10

14

30

遊
び
コ
ー
ナ
ー
や
食
に
関
す
る
コ

ー
ナ
ー
、
歯
科
健
診
コ
ー
ナ
ー
な

―

―

※
相
談
会
場
＝
□市 
…
市
役
所
／
□い 
…
い
ち
い
の
ホ
ー
ル

市
民
相
談
室
（
☎
７
１
２
５
 
１
１
１
１
代
表
）

◆
一
般
市
民
相
談
　
日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
相
続
、
離
婚
な
ど

の
一
般
的
な
手
続
き
な
ど
。
簡
単
な
相
談
は
電
話
も
可

※
一
般
市
民
相
談
や
各
種
相
談
は
、
今
後
の
対
応
方
法
の
た
め
の

助
言
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

※
　
月
の
法
律
・
不
動
産
・
交
通
事
故
・
行
政
・
税
務
相
談
は
、

11　
月
４
日
鍾
９
時
か
ら
電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

11
◆
法
律
相
談
　
法
律
問
題
で
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
き
。
た
だ

し
裁
判
で
訴
訟
、
調
停
中
の
も
の
は
不
可
。
□市 
＝
７
・
　
・
　
・

11
13

　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
６
日
間
で
　
人

18
26

27

60

◆
不
動
産
相
談
　
土
地
や
建
物
の
取
引
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。８
人

12

◆
交
通
事
故
相
談
　
交
通
事
故
で
の
示
談
や
自
賠
責
保
険
な
ど
。

　
□市 
＝
　
・
　
日
。
□い 
＝
　
日
。
３
日
間
で
　
人

14
28

19

１８

◆
行
政
相
談
　
行
政
の
苦
情
や
要
望
な
ど
。□い 
＝
　
日
。川
間
公
民

12

館
＝
　
日
。２
日
間
で
８
人

18

◆
税
務
相
談
　
相
続
税
・
贈
与
税
な
ど
。
□市 
＝
　
日
。
８
人

17

人
権
施
策
推
進
課（
市
役
所
内
）

◆
人
権
相
談
　
人
権
問
題
で
の
悩
み
な
ど
。□市 
＝
７
・
　
・
　
日
。 

17

27

　
□い 
＝
　
日
。４
日
間
で
　
人
。電
話
予
約（
　
月
４
日
鍾
９
時
か
ら
）

20

16

１１

児
童
家
庭
課

◆
家
庭
児
童
相
談
室
　
児
童
の
問
題
な
ど
。
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
17

◆
児
童
虐
待
相
談
電
話
「
子
ど
も
S
O
S
」
　
鉦
～
鞘
９
時
～
　17

時
。
時
間
外
、
上
・
醤
・
□祝 
は
留
守
番
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
。
☎
・

思
０
１
２
０
 
７
８
３
２
８
１

◆
母
子
家
庭
・
婦
人
相
談
　
母
子
、父
子
家
庭
、寡
婦
な
ど
。
鉦
～
障

９
時
～
　
時（
鞘
は
９
時
～
　
時
）

17

19

◆
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
。個
別
相
談（
要
予
約
）、
就
労
の
た
め
の「
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」の
作
成
。
鉦
９
時
～
　
時
、
鞘
９
時
～
　
時

17

19

職
業
相
談
室（
商
工
課
）

◆
無
料
職
業
紹
介
所
　
市
が
独
自
に
開
拓
し
た
求
人
情
報
の
提
供
。 

 □市 
２
階
＝
鉦
・
鐘
・
鞘
。□い 
４
階
＝
第
３
鍾
。い
ず
れ
も
９
時
～
　
時
17

◆
内
職
相
談
　
□市 
２
階
＝
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

◆
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
だ（
問
合
せ
・
予
約
＝
商
工
課
／
会
場
＝
野
田

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）　
個
別
相
談（
要
予
約
）、求
人
案
内
。

　
歳
未
満
の
方
か
そ
の
親
。　
日
鍾
　
時
～
　
時
。

35

25

10

16

青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
５
 
２
６
３
９
）

◆
青
少
年
の
悩
み
事
相
談
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日
。９
時
～
　
時
16

　
分（
電
話
相
談
も
可
）

30
シ
ニ
ア
世
代
地
域
参
加
相
談（
社
会
教
育
課
）

◆
一
般
相
談
　
①
地
域
参
加
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提
供
。
鉦
～
鞘

８
時
　
分
～
　
時
　
分（
予
約
不
要
）。②
す
で
に
地
域
参
加
を
し

30

17

15

―

―

―

保
育
所
名

清

水

中

根

福

田

木
間
ケ
瀬

古
布
内

あ
た
ご

東

部

南

部

花

輪

尾

崎

北

部
開
放
日

　
日
鍾

11　
日
鍾

11　
日
鍾

11　
日
鐘

12　
日
鐘

12　
日
鐘

12　
日
障

13　
日
障

27　
日
障

13　
日
鍾

18　
日
鐘

19　
日
障

27

電
　
　
話

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
９
６
・
１
８
８
０

☎
７
１
２
２
・
２
６
７
３

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７



頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼
眼

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

医師会だより -------- 245

僑

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　
　
月
１
日
鉦
ま
で
の
納
期
の
市
税

12
な
ど
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
便
利

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
国
民
健
康
保
険
税（
５
期
）

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
５
期
）

③
介
護
保
険
料（
５
期
）

【
問
合
せ
】①
②
は
国
保
年
金
課
、

③
は
高
齢
者
福
祉
課

て
い
る
方
に
よ
る
相
談
や
情
報
提
供
。
第
１
～
４
鐘
９
時
～
　17

時
。
電
話
予
約（
５
日
前
ま
で
）

◆
専
門
相
談
　
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
生
き
が
い
な
ど
。
第
２
・
４
障
９

時
～
　
時
。
電
話
予
約（
３
日
前
ま
で
）

16

ひ
ば
り
教
育
相
談（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
５
 
８
０
８
８
）

◆
教
育
相
談
　
学
校
生
活
の
悩
み
や
不
登
校
な
ど
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
＝
鉦
～
鞘
９
時
～
　
時
　
分（
電
話
・
面
談
・
訪
問
）

16

30

ひ
ま
わ
り
相
談（
野
田
幼
稚
園
☎
７
１
２
２
 
２
４
５
０
・
関
宿
南

部
幼
稚
園
☎
７
１
９
８
 
２
０
７
５
）

◆
教
育
相
談
　
発
達
・
子
育
て
で
心
配
な
こ
と
な
ど
。野
田
幼
稚
園

＝
第
２
・
４
障
、
関
宿
南
部
幼
稚
園
＝
第
１
・
３
障
。
い
ず
れ
も

　
時
～
　
時
　
分
。
電
話
予
約（
　
時
～
　
時
　
分
）

10

14

30

14

17

15

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
７
１
２
４
 
３
９
３
９
）

◆
心
配
ご
と
相
談
　
日
常
生
活
の
中
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
な
ど
。

総
合
福
祉
会
館
＝
毎
週
鍾
・
第
１
鞘
　
時
～
　
時

13

16

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
７
１
２
３
 
１
０
８
４
）

◆
消
費
生
活
相
談
　
購
入
し
た
品
物
の
苦
情
や
問
合
せ
、
架
空
請

求
・
多
重
債
務
相
談
な
ど
。
鉦
～
鞘
　
時
～
　
時

10

16

男
女
共
同
参
画
課（
市
役
所
内
）

◆
女
性
の
た
め
の
相
談
　
□市 
５
階
＝
第
１
～
４
障
。
野
田
公
民
館

（
欅
の
ホ
ー
ル
３
階
）＝
第
２
上
。
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時
。
電

10

16

話
予
約（
電
話
相
談
も
可
）

社
会
福
祉
課（
市
役
所
内
）

◆
障
害
者
総
合
相
談
・
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
　
障
害
者
の
相
談
か
ら

就
労
支
援
ま
で
　
□市 
１
階
＝
鉦
～
鞘
８
時
　
分
～
　
時
　
分

30

17

15

◆
専
門
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
　
分
～
　
時
…
生
活
療
育（
６

13

30

16

日
）、発
達
教
育（
　
日
）、就
労
者
生
活（
　
日
）、こ
こ
ろ
の
生
活

10

20

（
　
日
）、生
活
支
援（
　
日
）。
電
話
予
約

25

27

◆
当
事
者
・
関
係
者
相
談
　
□市 
１
階
＝
　
時
～
正
午
…
視
覚
障
害

10

者（
４
日
）、知
的
障
害
者（
５
日
）、ろ
う
あ
者（
　
日
）／
　
時
　

18

13

30

分
～
　
時
　
分
…
聴
覚
障
害
者（
４
日
）、身
体
障
害
者（
５
日
）、

15

30

精
神
障
害
者（
　
日
）。
電
話
予
約

18

あ
さ
ひ
育
成
園（
☎
７
１
２
２
 
７
１
５
９
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
身
体
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

障
　
時
～
　
時
。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

15

17

16

17

こ
だ
ま
学
園（
☎
７
１
２
２
 
２
９
１
６
）

◆
外
来
療
育
相
談
　
就
学
前
の
知
的
発
達
の
遅
れ
な
ど
。第
１
・
３

鍾
　
時
～
　
時（
希
望
で
第
２
・
４
鍾
　
時
～
　
時
に
集
団
療

15

17

14

16

育
）。電
話
予
約（
鉦
　
時
～
　
時
）

16

17

そ
の
他
の
相
談

◆
行
政
書
士
無
料
相
談
　
相
続
手
続
や
法
人
設
立
な
ど
。　
日
鞘

21

　
時
～
　
時
。
欅
の
ホ
ー
ル
４
階
第
一
集
会
室
。
問
千
葉
県
行

10

14

政
書
士
会
東
葛
支
部
・
有
馬
☎
７
１
２
１
 
２
８
８
１

◆
登
記
無
料
相
談
　
相
続
登
記
や
土
地
建
物
登
記
な
ど
。　
日
鍾

11

９
時
　
分
～
　
時
　
分
。
□市 
市
民
相
談
室
。
前
日
ま
で
に
問
合

30

15

30

せ
先
に
電
話
予
約
。
問
野
田
地
区
司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調

査
士
会
・
林
☎
７
１
２
８
 
０
０
６
１

―

―

―

―

―

―

―

―

―

◆
中
央
公
民
館
・
総
合
福
祉
会
館

が
全
日
休
館
　
　
月
　
日
鉦
は
館

11

17

内
消
毒
の
た
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
も
休
業
。
問
中
央
公
民
館
☎
７

１
２
４
 
１
５
５
８
、
総
合
福
祉

会
館
・
社
会
福
祉
協
議
会
☎
７
１

２
４
 
３
９
３
９

◆
生
産
緑
地（
畑
）の
斡
旋
　
農
林

業
従
事（
希
望
）者
に
。
生
産
緑
地

名
は
七
光
台
生
産
緑
地
地
区
。
所

在
地
は
七
光
台
　
番
１
の
一
部
。

190

面
積
は
　
平
方
メ
ー
ト
ル
。　
月

785

11

　
日
鞘
ま
で
に
農
政
課
へ

28◆
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
強
化
月

間
　
動
物
に
は
飼
い
主
が
わ
か
る

よ
う
名
札
を
つ
け
る
、
ね
こ
は
屋

内
で
飼
う
、
犬
の
ふ
ん
は
飼
い
主

が
必
ず
持
ち
帰
る
な
ど
、
マ
ナ
ー

を
守
り
適
正
な
飼
育
を
。
問
野
田

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
４

 
８
１
５
５

―

―

―

日
鐘
　
時
～
　
時
市
役
所
８
階
大

14

16

会
議
室
で
。
年
末
調
整
の
仕
方
や

給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
方
法
な

ど
。
給
与
支
払
者
。
当
日
会
場
受

付
。
問
柏
税
務
署
源
泉
所
得
税
担

当
☎
７
１
４
６
 
２
３
２
１

◆
野
田
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

の
傍
聴
　
　
月
　
日
障
９
時
　
分

11

13

30

か
ら
市
役
所
８
階
大
会
議
室
で
。

先
着
　
人
。
９
時
か
ら
受
付
。
問

10

行
政
管
理
課

◆
野
田
市
公
共
下
水
道
運
営
審
議

会
の
傍
聴
　
　
月
　
日
障
　
時
　

11

13

13

30

分
か
ら
市
役
所
４
階
議
会
委
員
会

室
で
。
先
着
５
人
。　
時
か
ら
受

13

付
。
問
下
水
道
課

◆
食
事
相
談
会
　
　
月
　
日
障
　

11

13

16

時
～
　
時
北
部
保
育
所
で
。
管
理

17

栄
養
士
が
ア
レ
ル
ギ
ー
や
離
乳
食

な
ど
に
対
応
。乳
幼
児
の
い
る
方
。

当
日
会
場
受
付
。
問
児
童
家
庭
課

―

頑 顔眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

　
高
眼
圧
緑
内
障

　
慢
性
緑
内
障
と
は
、
視
神
経
が
障
害
を
受
け
、

徐
々
に
視
野
が
狭
く
な
り
、
失
明
に
至
る
こ
と
も

あ
る
病
気
で
、
症
状
の
発
症
に
は
、
眼
圧
が
深
く

関
係
し
て
い
ま
す
。

　
眼
は
球
形
を
し
て
い
る
の
で
、
中
に
眼
圧
と
い

う
一
定
の
圧
力
が
な
い
と
、
形
を
保
つ
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
眼
球
内
の
「
 房
  水
 」
と
い
う
液
体
が

ぼ
う
 す
い

バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
生
産
・
排
出
さ
れ
る
こ
と
で
、

眼
圧
は
、　
か
ら
　
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
水
銀
柱
に
保

10

21

た
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
房
水
の
排
出
が
何
ら
か
の
原
因
で
障

害
さ
れ
る
と
、
眼
圧
が
上
昇
し
て
視
神
経
を
圧
迫

し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
視
神
経
線
維
が
切
れ
て
し
ま
い
、

切
れ
た
部
分
の
視
野
が
欠
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
放
置
す
る
と
視
野
欠
損
が
進
行
し
ま
す
の
で
、

早
期
に
発
見
し
て
眼
圧
を
下
げ
る
治
療
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｓ
・
Ｋ
）

市
税
な
ど
の
納
期（
　
月
）

11

◎
個
人
事
業
税
は
早
め
に
納
付
を
…
個
人
事
業
税（
第
２
期
分
）の
納
期
限
は
　
月
１
日
月
。納
付
書
は
　
月
中
旬
に
発
送
。早

１２

１１

め
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
付
を
。口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
便
利
。問
柏
県
税
事
務
所
☎
７
１
４
７
 
１
２
３
１

―

ど
。
問
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
９
８

 
５
０
１
１

◆
文
化
会
館
自
主
事
業
「
堀
内
孝

雄
コ
ン
サ
ー
ト
」　
　
月
　
日
醤
昼

11

16

の
部
は
　
時
か
ら
、
夜
の
部
は
　

14

18

時
か
ら
文
化
会
館
（
☎
７
１
２
４

 
１
５
５
５
）で
。
Ｓ
席
６
千
円
、

Ａ
席
５
千
円
。
未
就
学
児
の
入
場

不
可
。
前
売
り
は
文
化
会
館
、
欅

の
ホ
ー
ル
３
階
総
合
カ
ウ
ン
タ
ー
、

ジ
ャ
ス
コ
ノ
ア
店
、
ブ
ッ
ク
ス
エ

ン
ド
ウ
川
間
店
・
関
宿
店
、
い
な

げ
や
野
田
み
ず
き
店
、
お
茶
の
あ

ら
き
園
（
茨
城
県
坂
東
市
）
で
発

売
中
。

◆
野
田
幼
稚
園
で
園
庭
開
放
　
　１１

月
　
日
鍾
９
時
　
分
～
　
時
　

18

30

10

45

分
。
親
子
で
保
育
体
験
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
。未
就
園
児
の
親
子
。

当
日
会
場
受
付
。
問
同
幼
稚
園
☎

７
１
２
２
 
２
４
５
０

――

―

◆
東
部
地
区
マ
ラ
ソ
ン
大
会
　
　12

月
７
日
醤
９
時
　
分
東
部
中
学
校

10

校
庭
ス
タ
ー
ト
。
小
学
生
・
中
学

生
・
一
般
男
女
の
部
。　
月
　
日

11

30

醤
ま
で
に
東
部
公
民
館
☎
７
１
２

２
 
４
２
０
２
へ

相
談
・
そ
の
他

◆
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
休
止
　
　
月
　
日
鉦
は
ネ
ッ
ト

11

10

ワ
ー
ク
機
器
の
更
新
作
業
の
た
め
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
電
子
証

明
書
の
発
行
な
ど
が
全
日
休
止
に
。

問
市
民
課

◆
２
０
０
９
年
版
県
民
手
帳
の
予

約
受
付
　
行
事
予
定
表
や
県
内
主

要
官
公
庁
一
覧
な
ど
。
縦
　
・
５

14

セ
ン
チ
×
横
８
・
５
セ
ン
チ
（
黄

色
か
紺
色
）。　
円
。　
月
　
日
鉦

500

11

10

ま
で
に
電
話
で
行
政
管
理
課
へ

◆
年
末
調
整
等
説
明
会
　
　
月
　

11

12

―

◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
　
月
　
日
木
　
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た

１１

２０

10

い
方
と
受
け
た
い
方
。事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
 
５
０
５
０
・
思
７
１
２
６
 
５
０
５
１
へ

―

―



兇

　
名
字
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

ホ
リ
ー
さ
ん
の
農
場
に
引
き
と

ら
れ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
。
感
動

を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
表
す
不
思

議
な
少
年
は
、
や
が
て
周
り
の

人
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
存
在
に
な
り
ま
す
。

New Books
南図書館の推せん図書

興風図書館拶７１２３-７６１１
南 図 書 館拶７１２５-７９８１
北 図 書 館拶７１２９-８８１１
せきやど図書館拶７１９８-４９４６

　
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、地
域
に
役
立

つ
、ま
ち
の
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ

づ
く
り
。
準
備
か
ら
、
実
地
手

順
、ま
と
め
方
、活
用
方
法
ま
で

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「ぼく、デイヴィッド」
エリナー･ポーター・作

岩間書店

講
演
会
・
教
室

◆
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
無
料
体
験
教
室

　
　
月
６
日
障
、　
日
障
　
時
～
正

11

20

10

午
東
部
公
民
館
で
。
全
２
回
。　
歳
60

未
満
の
女
性
。
先
着
　
人
。　
月
５

10

11

日
鐘
ま
で
に
桑
原
☎
　
 
１
８
５
０

090

 
６
１
９
８
へ

◆
関
宿
総
合
公
園
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ

教
室
　
①
卓
球
初
心
者
サ
ー
ク
ル
…

　
月
　
日
～
　
月
９
日
の
鍾
　
時
　

11

11

12

14

30

分
～
　
時
。
全
４
回
。
②
無
料
バ
ド

16

ミ
ン
ト
ン
体
験
教
室
…
　
月
　
日
障

11

13

　
時
～
　
時
。
い
ず
れ
も
同
館
で
。

13

15

　
歳
以
上
の
方
。　
人（
抽
選
）。
参

20

30

－

－

加
費
は
①
の
み
千
　
円
。
運
動
で
き

500

る
服
装
と
ラ
ケ
ッ
ト
、
②
は
シ
ャ
ト

ル
３
個
持
参
。　
月
９
日
醤
必
着
で

11

電
話
か
往
復
は
が
き
に
教
室
名
・
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
☎

を
明
記
し
、
１
家
族
１
通
で
〒
　
 
270

０
２
２
５
平
井
　
関
宿
総
合
公
園
体

401

育
館
☎
７
１
９
８
 
８
５
０
０
へ

◆
食
文
化
セ
ミ
ナ
ー
　
　
月
　
日
鍾

11

11

　
時
～
　
時
　
分
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

14

15

30

（
株
）野
田
本
社
で
。山
本
 権
  之
  兵
  衛
 

ご
ん
 
の
 
ひ
ょ
う
 
え

氏（
箸
勝
本
店
社
長
）に
よ
る「『
日
本

の
食
文
化
を
支
え
る
箸
』そ
の
由
来
を

さ
ぐ
る
」と
題
し
た
講
演
。当
日
会
場

受
付
。問
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
国
際
食
文
化 －

－

研
究
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
３
 
５
２

１
５

◆
す
く
す
く
子
育
て
教
室
　
　
月
　

11

13

日
障
　
時
　
分
～
正
午
あ
り
ん
こ
♪

10

30

は
う
す（
吉
春
）で
。
小
児
科
医
に
よ

る「
予
防
接
種
に
つ
い
て
色
々
聞
こ
う
」

と
題
し
た
講
演
。先
着
　
人
。参
加
費

20

　
円
。
事
前
に
 
あ
り
ん
こ
♪
く
ら

500ぶ
☎
　
 
４
５
９
７
 
３
４
８
２
へ

090

◆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
人
形
劇
の
世
界

・
魅
力
人
形
と
遊
ぼ
う
」　
　
月
　
日

11

15

上
　
時
～
　
時
総
合
福
祉
会
館
で
。

14

16

永
野
む
つ
み
氏（
人
形
劇
団
ひ
ぽ
ぽ
た

ー
む
）が
講
師
。先
着
　
人
。参
加
費

60

　
円
。前
日
ま
で
に
 
野
田
文
化
研
究

500会
☎
・
思
７
１
２
４
 
０
７
６
０
へ

◆
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
飾
り
作

成
講
座
　
　
月
　
日
醤
　
時
～
正
午

11

16

10

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
先
着
　15

－

－

－
－

人
。
材
料
費
３
千
円
。
工
作
用
は
さ

み
を
持
参
。　
月
　
日
障
ま
で
に
柴

11

13

田
☎
　
 
５
６
４
９
 
１
６
３
４
へ

080

◆
み
ん
な
で
考
え
る
公
園
デ
ザ
イ
ン

講
演
会
　
　
月
　
日
醤
　
時
　
分
～

11

16

13

30

　
時
　
分
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。先

16

30

着
　
人
。資
料
代
　
円
。当
日
会
場
受

30

100

付
。問
角
田
☎
７
１
３
８
 
２
３
７
７

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ（
初
心
者
）

教
室
　
　
月
　
日
～
　
月
　
日
の
毎

11

17

12

15

週
鉦
　
時
～
正
午
総
合
公
園
芝
生
広

10

場
で
。
先
着
　
人
。　
月
３
日
鉦
～

40

11

　
日
鉦
ま
で
に
直
接
総
合
公
園
体
育

10館
☎
７
１
２
５
 
１
１
５
５
へ

◆
介
護
教
室
　
　
月
　
日
上
　
時
～

11

29

14

　
時
野
田
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
。

15「
冬
に
か
か
り
や
す
い
感
染
症
の
予

防
と
対
応
」が
テ
ー
マ
。
先
着
　
人
。

30

事
前
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
３
 

－

－

－

－

－

６
９
９
７
へ

イ
ベ
ン
ト

◆
ぱ
れ
っ
と
会
展
　
　
月
７
日
鞘
～

11

　
日
鍾
９
時
～
　
時（
初
日
は
正
午
か

11

17

ら
、最
終
日
は
　
時
ま
で
）市
役
所
ふ

15

れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。油
絵
約
　45

点
。問
柳
沢
☎
７
１
２
５
 
６
４
８
４

◆
桜
将
会
将
棋
大
会
　
　
月
９
日
醤

11

８
時
　
分
～
　
時
清
水
正
光
館
で
。

30

15

初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
　
ク
ラ
ス

12

で
対
局
。
参
加
費
千
円
。
前
日
ま
で

に
駒
崎
☎
７
１
２
２
 
４
４
７
４
へ

◆
ゆ
う
＆
み
い
　
①
育
児
の
日
…
　11

月
　
日
鐘
　
時
～
　
時
。②
育
児
相

12

10

15

談
日
…
　
月
　
日
鞘
　
時
　
分
～
正

11

14

10

30

午
。０
～
３
歳
の
親
子
。先
着
５
人
。

③
お
し
ゃ
べ
り
会
…
　
月
　
日
障
　

11

27

10

時
　
分
～
　
時
　
分
。０
歳
～
就
学

30

11

30

－

－

「つくってみよう！ま
ちの安全・安心マップ」
傘木宏夫・著
自治体研究社

失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失
失

関根名人記念館

　葛飾郡 東 
ひがし
 宝  珠  花 村（現在の野田市東
ほう しゅ ばな

宝珠花）で生まれた関根金次郎（１８６８
～１９４６）は、子どものころから将棋が
強く、全国各地を旅しながら腕前をあ
げ、大正１０（１９２１）年には「十三世名人」と
なりました。　　
　しかし、３４０年続いた「家元制度」に
疑問を感じ、真に強い者が「名人」とな

る「実力名人制」を制定するなど、近代将
棋の基礎を築きあげています。
　平成１６年４月１日に「いちいのホー
ル」５階に開館した「関根名人記念館」
では、名人が愛用していた将棋盤や駒
などのゆかりの品も展示し、また、無
料で５０畳ある対局室も利用できます。
＜アクセス＞まめバス「北ルート・関宿城ルート・い
ちいのホール」下車徒歩約１分＜問合せ＞商工課

名人の偉業を後世に
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 海  翔 くん・
かい と

 夏  恋 ちゃん
か れん

（１８.１.２６生）（１９.８.１９生）
〔木村忠司・はる香さん（長男・長女）・山崎〕

 花  音 ちゃん ・
か のん

 采  香 ちゃん
あや か

（１８.６.２２生）　（１３.８.１７生）
〔戸辺博之・由紀子さん（二女・長女）・中根〕

前
の
親
子
。い
ず
れ
も
ゆ
う
＆
み
い
チ

ャ
イ
ル
ド
館
で
。費
用
　
円
。①
③
は

50

当
日
会
場
受
付
。②
は
事
前
に
 
ゆ
う

＆
み
い
☎
７
１
２
４
 
１
３
６
７
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト「
フ

ル
ー
ト
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ピ
ア
ノ
　de

フ
ォ
リ
オ
！
」　
　
月
　
日
鞘
　
時

11

14

12

　
分
～
　
時
市
役
所
１
階
つ
く
し
ん

30

13

ぼ
で
。「
あ
る
愛
の
詩
」
や
「
花
の
ワ

ル
ツ
」
な
ど
。
当
日
会
場
へ
。
問
市

役
所
つ
く
し
ん
ぼ

◆
野
田
囲
碁
会
秋
季
囲
碁
大
会
　
　11

月
　
日
醤
中
央
公
民
館
で
。
９
時
　

16

30

分
～
　
時
受
付
。　
時
終
了
。棋
力
の

10

17

近
い
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
対
局
。参

加
費
千
円（
女
性
・
小
中
学
生
は
　
円
）。

500

問
鈴
木
☎
７
１
２
７
 
０
７
２
７

－－

◆
市
民
会
館
で
呈
茶
席
な
ど
　
①
 呈
 
て
い

 茶
  席
 …
　
月
　
日
醤
　
時
～
　
時
。

ち
ゃ
 せ
き

11

16

10

15

先
着
　
人
。
②
芸
道
文
化
講
座
…
　

70

11

月
　
日
醤
　
時
　
分
～
　
時
　
分
。

16

13

30

15

30

須
藤
明
実
氏
（
漢
文
学
窓
「
里
仁
」

主
宰
）
に
よ
る
「
よ
う
こ
そ
お
気
軽

『
論
語
』の
世
界
へ
」。先
着
　
人
。③

20

博
物
館
セ
ミ
ナ
ー
「
つ
く
舞
の
謎
」

…
　
月
　
日
上
　
時
　
分
～
　
時
　

11

22

13

30

15

30

分
。
い
ず
れ
も
市
民
会
館
で
。
参
加

費
①
は
　
円
、
②
は
一
般
　
円
、
学

200

500

生
　
円
、
５
歳
～
小
学
生
　
円
。
①

250

100

③
は
当
日
会
場
受
付
、
②
は
事
前
に

 
野
田
文
化
広
場
☎
７
１
２
４
 
６

８
５
１
へ

◆
拳
志
会
館
交
流
乱
取
試
合
　
　
月
11

　
日
醤
　
時
～
　
時
総
合
公
園
体
育

16

11

18

－

館
で
。
幼
年
部
か
ら
一
般
の
部
ま
で

全
６
ク
ラ
ス
。
観
戦
自
由
。
問
野
澤

☎
７
１
２
９
 
７
６
４
６

◆
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
　
　
月
　
日
醤
　
時
～
　

11

16

14

15

時
　
分
岡
田
病
院
で
。
辛
島
輝
治
氏

40
に
よ
る
演
奏
。
先
着
　
人
。　
月
１

180

11

日
上
か
ら
配
布
す
る
入
場
券
を
持
参

し
当
日
会
場
へ
。
問
同
病
院
文
化
事

業
部
☎
７
１
２
４
 
６
１
５
１

◆
源
氏
物
語
を
楽
し
む
会（
中
級
）　

　
月
　
日
障
か
ら
毎
月
第
４
障
　
時

11

27

10

　
分
～
正
午
興
風
図
書
館
で
。
池
田

30裕
氏（
 麗
澤
 大
学
名
誉
教
授
）に
よ
る

れ
い
た
く

解
説
。
資
料
代
な
ど
千
円
（
１
回
）。

筆
記
用
具
を
持
参
。
事
前
に
 笛
  木
 ☎

ふ
え
 き

７
１
２
９
 
７
４
３
９
へ

－

－

－

◆
花
山
流
 則
  寿
 会
記
念
発
表
会
　
　

そ
く
 じ
ゅ

11

月
　
日
上
　
時
　
分
～
　
時
欅
の
ホ

29

10

30

17

ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
。
日
舞
や
、
唄
、

 安
来
節
 な
ど
。
当
日
会
場
受
付
。
問

や
す
ぎ
ぶ
し

小
山
☎
・
思
７
１
２
９
 
１
５
６
９

◆
野
田
子
ど
も
劇
場
で
鑑
賞
会
な
ど

　
①
元
気
に
な
れ
る
鑑
賞
会
「
だ
だ

す
こ
だ
ん
だ
ん
」
…
　
月
　
日
醤
　

11

30

13

時
　
分
～
　
時
　
分
総
合
福
祉
会
館

30

14

30

で
。和
太
鼓
や
踊
り
、昔
話
の
舞
台
な

ど
。
②
こ
ど
も
の
あ
そ
び
体
験
「
忍

者
ご
っ
こ
」
…
　
月
７
日
醤
　
時
　

12

13

30

分
～
　
時
　
分
県
立
清
水
高
校
小
体

15

30

育
館
で
。
小
学
生
。
先
着
　
人
。
①

40

は
千
円（
２
歳
以
下
無
料
）、
②
は
　600

円
。
い
ず
れ
も
事
前
に
 
野
田
子
ど

も
劇
場
☎
７
１
２
４
 
８
４
１
９
へ

－

－

相
談
・
そ
の
他

◆
野
田
失
語
症
訓
練
・
相
談
会
　
　11

月
　
日
鉦
　
時
　
分
～
　
時
　
分
中

10

13

30

15

30

央
公
民
館
で
。
失
語
症
の
本
人
と
家

族
。
当
日
会
場
受
付
。
問
成
瀬
☎
７

１
２
９
 
１
６
５
５

◆「
松
戸
三
郷
有
料
道
路
」が
　
月
　

10

26

日
か
ら
無
料
に
　
回
数
券
は
　
月
　

11

25

日
鍾
ま
で
松
戸
三
郷
有
料
道
路
管
理

事
務
所（
埼
玉
県
三
郷
市
）で
払
戻
し

可
。問
同
事
務
所
☎
　（
　
）４
０
５
９

048
956

◆
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
金
　
子
ど

も
の
体
験
活
動
な
ど
を
行
う
団
体
に

助
成
。　
月
５
日
鞘
ま
で
に
独
立
行

12

政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構

☎
０
１
２
０
 
５
７
９
０
８
１
へ

－

－

あ
た
ら

あ
た
ら 

あ
た
ら げ

ん
げ
ん 

げ
ん 

た
て 

も
の
も
の 

も
の 

あ
ち
ゃ
ー
ッ 

し
つ
け
や 

ル
ー
ル
も 

な
っ
て 

な
い
ッ 

み
ん
な 

そ
ろ
っ
て 

し
ゃ
き
っ 

と
せ
ん
か
い
ッ 

と
は
　 

ま
だ
先
に
　 

な
り
ま
す
が
… 

さ
き 

し
ん 

ぎ 

た
い 

し
ゅ
ん 

ぷ
う 

 

か
ん 

 

せ
い 

し
ん 

や
は
り 

心
・
技
・
体
の 

精
神
が 

す
ば
ら
し
い 

　
　
　
！ 

ど
ー
れ 

 

「
春
風
館 

道
場
」
は 

„
武
道
の
殿
堂
“ 

「
醸
造
の
街
・ 

野
田
」
の 

シ
ン
ボ
ル 

　
現
在
の
建
物
を 

 

整
備
・
改
修
し
て 

新
し
く
ス
タ
ー
ト 

 

で
す
っ
て 

は
や
く 

道
場
開
き 

が
ま
ち 

ど
お
し
い 

　
　
！ 

ど
う ぶ 

ぞ
う 

の 

だ 

ま
ち 

ざ
い 

せ
い 

ど
う 

び
ら 

じ
ょ
う 

び 

か
い 

し
ゅ
う 

ど
う 

で
ん 

ど
う 

じ
ょ
う 

じ
ょ
う 



※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎７１２４－７２７２：コード６１０１）、または野田市ホームページ
（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/０４-０１-０１.html）で確認をしてください。

市の鳥市の花

ひばりつつじ

市報のだ　第１０３１号　平成２０年１１月１日号／発行＝野田市（〒２７８－８５５０　野田市鶴奉７番地の１・☎◯０４ ７１２５－１１１１）／編集＝企画財政部秘書広報課

　急病センター ☎７１２５－１１８８ ▼内科（小児科）＝１９時～２２時（毎日）

▼歯科診療＝９時～１２時（休日）

市の木

けやき

人口と世帯（２０.１０.１現在）●人口＝１５６,６８３人（＋８１）　男＝７８,７５９人（＋５６）　女＝７７,９２４人（＋２５）●世帯数＝６０,０４５世帯（＋８４）　●市の面積＝１０３.５４㎢

休日当番医での診療時間
外科・産婦人科＝９時～２２時（ただし１６時～１９時は除く）
内科＝９時～１６時（１９時～２２時は急病センターで行います）

産婦人科内　　科外　　科日（曜日）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）たんぽぽこどもクリニック（☎７１２６－８１１８）東葛クリニック野田（☎７１２４－３１０１）２日（日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）スズキ皮フ科内科クリニック（☎７１２６－２２８５）須藤整形外科（☎７１２２－１２２１）３日（月）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）うちだ内科クリニック（☎７１２７－８１８１）キッコーマン総合病院（☎７１２３－５９１１）９日（日）
川間太田産婦人科医院（☎７１２７－１１３５）あら山こどもクリニック（☎７１２９－７１４９）梅郷整形外科クリニック（☎７１２５－２０１１）１６日（日）
小張総合病院（☎７１２４－６６６６）むらた内科循環器科クリニック（☎７１２７－８８００）門倉医院（☎７１２４－５３１１）２３日（日）
遠藤産婦人科医院（☎７１２４－７８６０）梅郷痛みと内科のクリニック（☎７１２６－１９００）山崎外科内科（☎７１２２－２３５９）２４日（月）
杉崎クリニック（☎７１２５－１０７０）江医院（☎７１２４－２８３１）西村クリニック（☎７１２３－００５０）３０日（日）
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棋
士
・
中
村
勇
太
郎
①

　
最
年
長
で

　
　
最
高
位
の
九
段
獲
得

清水公園を散策する中村九段／「囲碁クラブ」昭
和５４年６月号から転載

　
野
田
出
身
の「
棋
士
」と
言
え
ば
、

将
棋
の
世
界
で
は
、 東
 
ひ
が
し

 宝
  珠
  花
 の

ほ
う
 し
ゅ
 ば
な

関
根
金
次
郎
十
三
世
名
人（
１
８

６
８
～
１
９
４
６
）と
渡
辺
東
一

名
誉
九
段（
１
９
０
５
～
１
９
８

５
）を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、囲
碁

の
世
界
で
も
、
中
村
勇
太
郎
九
段

と
 茅
  野
  直
  彦
 九
段（
１
９
３
７
～
）

ち
 
の
 な
お
 ひ
こ

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
囲
碁
の
歴
史
を
 紐
  解
 く
と
、
そ

ひ
も
 と

の
発
祥
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
晋
の
時
代
よ
り
も
古
い
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
世
界

中
に
囲
碁
フ
ァ
ン
が
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
棋
と
囲
碁
を
両
方
楽

し
む
人
も
多
く
、
関
根
名
人
は
、

囲
碁
の
二
十
一
世
 本
  因
  坊
 

ほ
ん
 い
ん
 ぼ
う

 秀
 
し
ゅ
う

 哉
 名
さ
い

人
と
意
気
投
合
し
、
よ
く
旅
に
出

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
秀
哉
も
金
次
郎
と
同
様
、
実
力

に
よ
る
選
手
権
制
を
提
唱
し
、
こ

れ
ま
で
の
世
襲
制
を
廃
止
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
互
い
に
理

想
と
す
る
勝
負
の
世
界
が
共
通
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
野
田
で
い
つ
ご
ろ

か
ら
人
々
の
間
で
将
棋
や
囲
碁
が

行
わ
れ
て
い
た
の
か
、は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
不
明
で
す
が
、関
根
名
人

が
７
、８
歳
の
こ
ろ
に
は
周
り
の
大

人
と
将
棋
を
や
っ
て
い
た
と
自
伝

に
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な

努
力
を
惜
し
ま
れ
ず
、
囲

碁
一
筋
の
人
生
を
歩
ま
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ち
ょ
う
ど
生

誕
百
年
に
あ
た
り
ま
す
。

※
文
中
敬
称
略
（
次
号
へ

つ
づ
く
）

【
取
材
協
力
】（
財
）
日
本

棋
院
、
水
口
藤
雄
さ
ん

　
ま
た
、
野
田
町
で
燃
料
店
を
営

ん
で
い
た
色
川
菊
之
助（
１
８
６
７

～
１
９
５
４
）は
、自
宅
に
囲
碁
や

将
棋
が
出
来
る
場
所
を
開
設
し
、

多
く
の
愛
好
家
た
ち
が
毎
日
集
っ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。こ
の
中
に
、

中
村
勇
太
郎
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

　
明
治
　（
１
９
０
８
）年
１
月
　

41

10

日
、野
田
町（
現
在
の
野
田
市
上
花

輪
）に
生
ま
れ
た
中
村
勇
太
郎
は
、 

幼
い
こ
ろ
か
ら
囲
碁
に
親
し
み
、

　
歳
で
日
本
棋
院
に
入
段
、
プ
ロ

20棋
士
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
降
、
温
厚
な
性
格
同
様
に
、

「
堅
実
な
棋
風
」
を
そ
の
ス
タ
イ

ル
と
す
る
一
方
で
、「
新
人
キ
ラ
ー
」

の
異
名
を
持
ち
、
昭
和
　
（
１
９

30

５
５
）年
か
ら
同
　（
１
９
６
３
）

48

年
ま
で
は
院
生
師
範
を
　
年
間
も

18

務
め
る
な
ど
、
後
進
の
育
成
に
も

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
　（
１
９
８
１
）年

56

３
月
に
は
最
年
長
で
最
高
位
の
九

段
に
昇
段
さ
れ
る
な
ど
、
不
断
の

秀哉名人（右）と旅をする関根名人
／写真提供＝中澤富寿雄さん

く
と
も
明
治
初
期
に
は
将

棋
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

▼
季
節
は
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
、
味
覚
の
秋
を
迎
え
ま
し

た
▼
私
は
、
天
然
の
 鮎
 や
あ
ゆ

 秋
 
さ

 刀
魚
 を
味
わ
う
な
ど
、
も
っ

ん
　
ま

ぱ
ら
味
覚
の
秋
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
特
に
、
庭
に
実
っ

た
好
物
の
柿
を
食
べ
る
と
秋

を
感
じ
ま
す
▼
柿
は
、
落
葉

樹
で
す
の
で
、
落
ち
葉
も
大

量
に
出
ま
す
。我
が
家
で
も
、

４
面
で
紹
介
し
た
「
無
料
個

別
収
集
」
を
利
用
し
て
い
ま

す
▼
今
年
度
か
ら
、
減
農
薬

肥
料
栽
培
へ
と
つ
な
が
る
混

合
堆
肥
づ
く
り
が
、
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
柿

の
葉
が
堆
肥
と
な
り
、
地
元

の
お
い
し
い
農
産
物
に
生
ま

れ
変
わ
る
の
は
、
う
れ
し
い

限
り
で
す
       　
　
（
じ
）
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